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二
年
前
の
六
月
、
朝
比
奈
峠
へ
入
る

道
の
傍
ら
、
太
刀
洗
川
の
細
流
に
臨
む

小
家
を
借
り
て
、
そ
れ
ま
で
二
十
年
住

ん
だ
材
木
座
の
海
近
く
の
、
こ
れ
も
借

家
か
ら
、
移
り
住
ん
だ
。
ち
ょ
う
ど
、

鎌
倉
旧
市
内
の
東
南
端
か
ら
東
北
端
へ

跳
ん
だ
恰
好
だ
っ
た
。
風
吹
け
ば
波
音

の
聞
こ
え
、
潮
の
香
の
運
ば
れ
て
く
る

閑
静
な
浦
町
も
、
二
十
の
春
秋
の
過
ぎ

る
間
に
、
夜
中
の
一
時
二
時
ま
で
浜
で

花
火
を
打
ち
遊
ぶ
よ
う
な
、
喧
騒
の
巷

に
変
わ
っ
て
い
た
。
白
い
家
が
建
ち
は

じ
め
た
頃
は
、
周
囲
に
溶
け
こ
ま
ず
妙

に
目
に
立
っ
た
の
に
、
そ
ん
な
建
物
が

増
え
た
近
年
は
、
木
造
の
地
色
の
古
家

の
ほ
う
が
、
却
っ
て
目
立
た
し
く
な
っ

た
。
商
店
の
人
に
訊
ね
る
と
、
お
客
は

減
っ
て
い
る
と
い
う
。
住
人
が
去
っ
て
、

保
養
所
な
ど
が
多
く
な
り
、
地
元
で
物

里

か

ら
寺
へ立

を
買
わ
な
く
な
っ
た
。
人
の
心
の
用
い

方
が
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
こ
十
二
所
は
、
滑
川
の
上
流
の
谷

あ
い
に
あ
る
。
東
方
、
金
沢
か
ら
峠
を

越
え
て
鎌
倉
郷
に
入
っ
た
最
初
の
村
落

だ
。
こ
の
峠
越
え
の
道
は
旧
東
海
道
の

一
往
還
で
あ
り
、
太
刀
洗
川
に
沿
っ
た

部
分
を
、
土
地
の
人
は
旧
道
と
呼
ぶ
。

こ
の
旧
道
の
里
に
引
き
越
し
て
、
先
、

高
湿
度
の
海
岸
と
は
か
な
り
違
う
、
さ

わ
や
か
な
山
の
空
気
に
気
付
い
て
嬉
し

く
な
っ
た
。
次
に
嬉
し
か
っ
た
の
は
、

村
の
子
ら
が
挨
拶
を
し
て
く
れ
る
こ
と

だ
っ
た
。
そ
れ
も
、
こ
ち
ら
と
擦
れ
違

う
よ
っ
ぽ
ど
以
前
に
、
判
然
と
し
た
声

を
か
け
て
来
る
。
そ
の
距
離
の
測
り
方
、

声
の
出
し
方
、
眼
の
遣
い
方
、
顔
の
持

ち
方
が
、
実
に
適
当
な
の
で
あ
る
。
少

年
少
女
の
こ
う
し
た
態
度
の
背
後
に
、

へ

川

美
彦

新
奇
な
も
の
に
流
さ
れ
な
い
親
達
の
、

確
か
な
生
活
習
慣
・
社
会
意
識
を
想
わ

ず
に
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

引
越
し
の
前
後
、
五
六
七
八
月
は
、

あ
た
か
も
、
逆
引
き
広
辞
苑
の
編
集
の

真
最
中
だ
っ
た
。
家
具
の
置
き
場
の
定

ま
ら
ず
、
運
ん
だ
荷
を
解
く
間
も
な
い

新
居
に
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
吐
き
出

す
リ
ス
ト
の
ぎ
っ
ち
り
詰
ま
っ
た
ボ
ー

ル
箱
が
、
宅
急
便
や
ら
バ
イ
ク
便
や
ら

で
容
赦
な
く
送
り
付
け
ら
れ
た
。
こ
の

時
ば
か
り
は
、
リ
ス
ト
の
山
に
猛
然
と

む
し
や
ぶ
り
つ
い
た
の
だ
っ
た
。
こ
れ

を
遣
つ
つ
け
て
仕
舞
わ
な
い
と
、
引
越

し
の
荷
を
解
け
な
い
し
、
足
を
伸
ば
し

て
寝
る
こ
と
も
出
来
ぬ
。
二
千
五
百
枚

が
と
こ
入
っ
た
殻
子
形
の
箱
で
、
返
し

て
も
ノ
、
新
手
を
送
り
込
ま
れ
た
。
延

べ
二
十
個
ほ
ど
あ
っ
た
ろ
う
か
。
机
を

離
れ
、
ま
た
就
く
た
び
に
、
紙
の
山
々

を
踏
み
越
え
ノ
、
、
暑
さ
の
夏
を
汗
か

き
通
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
威
力
を

知
ら
さ
れ
、
デ
ー
タ
を
大
量
に
形
成
す

る
こ
と
の
難
儀
を
体
験
し
た
。
三
キ
ロ

里
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ら
寺
へ
・
．
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
立
川
美
彦
．
．
…
ｉ

一
文
献
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次
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…
４

整
理
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覧
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事
業
報
告
。
：
・
・
・
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…
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庫
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介
⑳
．
…
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介
⑬
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/一、

ほ
ど
痩
せ
て
、
立
冬
の
過
ぎ
た
こ
ろ
届

け
ら
れ
た
見
本
は
、
満
足
す
べ
き
も
の

だ
っ
た
。
自
分
の
ア
イ
デ
ア
に
始
ま
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
発
案
者

の
意
図
を
理
解
し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
協

力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

専
ら
民
間
で
職
に
た
ず
さ
わ
り
、
辞

職
後
、
永
年
フ
リ
ー
の
編
集
者
と
し
て

世
す
ぎ
を
し
て
い
た
私
を
、
国
文
学
研

究
資
料
館
の
皆
さ
ん
は
温
か
く
迎
え
て

下
さ
っ
た
。
は
い
り
の
桜
を
見
越
し
て

遠
く
仰
い
だ
本
館
の
中
に
身
を
置
き
、

今
度
は
窓
の
内
側
か
ら
桜
を
見
下
ろ
す

と
、
先
と
は
ま
た
各
別
で
あ
る
。
大
勢

の
達
者
の
人
々
が
営
々
と
し
て
築
い
て

来
ら
れ
た
資
料
や
デ
ー
タ
の
蓄
積
は
、

他
見
に
は
完
成
物
と
し
て
形
の
固
ま
っ

た
も
の
に
見
え
た
．
こ
れ
を
内
側
か
ら

見
直
す
と
、
な
お
、
す
べ
て
が
流
れ
動

き
つ
つ
あ
る
こ
と
に
気
付
か
ざ
る
を
得

な
い
。
国
文
学
に
も
情
報
処
理
学
に
も

門
外
の
私
に
そ
れ
で
も
出
来
る
か
も
知

れ
な
い
事
は
、
色
ん
な
意
味
で
の
調
整

役
で
あ
る
こ
と
に
想
い
到
っ
た
。

特
別
新
収
和
古
書
の
お
知
ら
せ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
皿

利
用
者
へ
の
お
知
ら
せ
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
吃

葉
報
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
喝

評
議
貝
・
委
貝
等
名
簿
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：
。
・
・
・
Ｍ

人
那
異
動
：
・
・
・
・
・
・
：
。
。
・
・
・
：
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
．
Ⅳ

平
成
六
年
庇
秋
季
学
会
開
悩
一
覧
・
・
・
・
…
・
・
・
・
・
肥
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平
成
六
年
度
の
調
査
収
集
事
業
は
、

五
月
十
二
日
の
収
集
計
画
委
員
会
で
決

め
ら
れ
た
大
綱
を
基
に
、
五
月
二
十
六

日
の
調
査
員
会
議
（
総
会
）
で
具
体
的

打
合
せ
を
行
な
い
、
既
に
作
業
は
か
な

り
進
捗
し
て
い
る
。
そ
の
総
会
で
は
、

諏
訪
春
雄
客
員
教
授
の
講
演
「
歌
舞
伎

狂
言
の
作
者
」
が
あ
っ
た
ほ
か
、
今
年

の
新
企
画
と
し
て
「
刊
記
を
め
ぐ
る
諸

問
題
」
の
テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
パ
ネ
リ
ス
ト
市
古
夏
生
お
茶
の
水

女
子
大
教
授
、
石
川
了
大
妻
女
子
短
大

教
授
、
飯
倉
洋
一
山
口
大
学
助
教
授
、

司
会
鈴
木
淳
助
教
授
）
を
行
な
っ
た
。

日
ご
ろ
調
査
カ
ー
ド
作
成
に
密
接
に
関

連
す
る
問
題
で
あ
り
、
数
年
来
の
案
件

で
あ
る
カ
ー
ド
様
式
の
改
訂
に
も
関
係

す
る
た
め
か
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ

れ
た
が
、
終
了
後
、
特
に
版
本
研
究
者

以
外
の
方
々
に
反
響
が
大
き
か
っ
た
点

が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

本
年
も
調
査
個
所
は
抑
え
こ
ん
だ
も

の
の
百
個
所
を
越
え
る
し
、
収
集
の
方

も
昨
年
並
み
で
予
算
上
は
な
か
な
か
苦

し
い
が
、
調
査
員
の
方
々
の
旺
盛
な
資

料
探
査
に
支
え
ら
れ
て
い
る
事
業
で
あ

る
．
応
え
る
努
力
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

文
献
資
料
部
事
業
報
告

平
成
五
年
度
国
文
学
文
献
資
料
鯛
査
・

収
集
の
概
況

一
、
調
査

平
成
五
年
度
は
、
本
年
三
月
末
ま
で

に
二
六
個
所
の
所
蔵
資
料
八
九
九
六

点
を
調
査
し
た
。

北
海
道
・
東
北
地
区
（
順
不
同
、
敬
称

略
、
一
部
省
略
。
以
下
同
じ
）

北
海
学
園
大
学
附
属
図
書
館
（
北
駕
文

庫
）
・
函
館
市
立
図
書
館
・
伊
達
市
開

拓
記
念
館
・
弘
前
市
立
図
書
館
・
岩
手

県
立
図
書
館
（
新
渡
戸
文
庫
）
・
東
北

大
学
附
属
図
書
館
（
狩
野
文
庫
）
・
仙

台
市
民
図
書
館
・
仙
台
市
博
物
館
・
仙

岳
院
・
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
・
初
瀬
川

文
庫仙

台
市
博
物
館
伊
達
家
本
が
新
規
。

秋
田
県
立
図
書
館
は
都
合
で
取
り
や
め

た
。

関
東
地
区

茨
城
県
立
歴
史
館
・
筑
波
大
学
附
属
図

書
館
・
流
通
経
済
大
学
附
属
図
書
館

（
祭
魚
洞
文
庫
）
・
埼
玉
県
立
文
書
館
・

東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
・
同
（
脇

本
文
庫
）
・
宮
内
庁
書
陵
部
・
明
治
大

学
附
属
図
書
館
（
毛
利
文
庫
黒
川
本
）

・
三
井
文
庫
・
東
京
大
学
文
学
部
国
文

P，

松
野
陽
一

学
研
究
室
・
東
洋
文
庫
・
東
京
都
立
中

央
図
書
館
（
東
京
誌
料
）
・
尊
経
閣
文

庫
・
秋
山
度
・
石
井
庄
司
・
神
奈
川
県

立
金
沢
文
庫
・
横
浜
開
港
資
料
館

金
沢
文
庫
が
新
規
。
秋
山
本
・
石
井

本
は
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
・
万
葉
展
示
に
出

品
さ
れ
た
も
の
。

中
部
地
区

新
潟
大
学
附
属
図
書
館
（
佐
野
文

庫
）
・
糸
魚
川
歴
史
民
俗
資
料
館
・
黒

船
館
・
黒
川
村
公
民
館
・
北
方
文
化
博

物
館
・
富
山
県
立
図
書
館
（
中
島
文

庫
）
・
宮
崎
文
庫
記
念
館
・
金
沢
大
学

附
属
図
書
館
・
福
井
市
立
図
書
館
（
松

平
文
庫
）
・
小
浜
市
立
図
書
館
・
山
梨

県
立
図
書
館
・
長
野
県
短
大
附
属
図
書

館
・
上
田
市
立
図
書
館
（
花
月
文
庫
）

・
柏
屋
別
館
・
小
諸
市
立
図
書
館
・
諏

訪
市
図
書
館
・
小
布
施
町
立
図
書
館

（
鴻
山
文
庫
）
・
浜
松
市
立
賀
茂
真
淵
記

念
館
・
三
島
市
郷
土
館
（
勝
俣
文
庫
）

・
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
（
岡
谷
文

庫
）
・
蓬
左
文
庫
・
名
古
屋
市
博
物
館

・
名
古
屋
市
鶴
舞
図
書
館
・
愛
知
県
立

大
学
附
属
図
書
館
・
愛
知
大
学
図
書
館

（
菅
沼
文
庫
）
・
中
京
大
学
図
書
館
・
大

須
文
庫
・
西
尾
市
立
図
書
館
（
岩
瀬
文

庫
）
・
尾
鷲
市
中
央
公
民
館

黒
船
館
・
柏
屋
別
荘
（
花
月
文
庫
）

・
真
淵
記
念
館
・
三
島
郷
土
館
が
新
規
。

宮
崎
文
庫
は
静
岡
県
清
水
市
か
ら
の
移

今

転
で
調
査
再
開
。

近
織
地
区

夢
望
庵
文
庫
・
京
都
府
立
総
合
資
料
館

・
京
都
大
学
附
属
図
書
館
（
平
松
家

本
）
・
同
文
学
部
（
穎
原
文
庫
）
・
立
命

館
大
学
附
属
図
番
館
（
西
園
寺
文
庫
）

・
陽
明
文
庫
・
同
（
特
殊
本
）
・
芦
庵

文
庫
・
智
恩
寺
・
園
部
町
教
育
委
員
会

（
小
出
文
庫
）
・
奈
良
女
子
大
学
附
属
図

書
館
・
天
理
図
書
館
・
大
和
郡
山
市
柳

沢
文
庫
・
大
阪
女
子
大
学
附
属
図
書
館

・
広
瀬
捨
三
・
神
戸
女
子
大
学
図
書
館

・
白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館
・
温
泉
寺
・

篠
山
鳳
鳴
高
校

天
理
図
書
館
と
柳
沢
文
庫
が
新
規
。

広
瀬
本
は
万
葉
展
示
に
出
品
の
も
の
。

中
国
・
四
国
地
区

鳥
取
県
立
博
物
館
・
津
和
野
町
立
郷
土

館
・
太
鼓
谷
稲
荷
神
社
・
島
根
某
家
・

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
（
池
田
文
庫
）

・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
図
書

館
・
広
島
市
立
中
央
図
書
館
・
光
藤
葆

光
・
三
原
市
立
図
書
館
・
山
口
大
学
附

属
図
書
館
（
棲
息
堂
文
庫
）
・
岩
国
徴

古
館
・
西
円
寺
・
萩
市
立
図
書
館
・
鎌

田
共
済
会
図
書
館
・
善
通
寺
・
大
洲
市

立
図
書
館
・
八
幡
浜
市
立
図
書
館
・
徳

島
県
立
図
書
館
（
森
文
庫
）
・
丈
六
寺

・
高
知
県
立
図
書
館
（
山
内
文
庫
）
・

土
佐
清
水
市
民
図
書
館
・
佐
川
町
立
青

山
文
庫
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棲
息
堂
文
庫
が
新
規
、
青
山
文
庫
等
は

予
備
調
査

九
州
地
区

九
州
大
学
附
属
図
書
館
・
祐
徳
稲
荷

神
社
・
長
崎
大
学
附
属
図
書
館
・
長
崎

県
立
長
崎
図
書
館
・
島
原
図
書
館
（
松

平
文
庫
）
・
松
浦
史
料
博
物
館
・
県
立

対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
・
臼
杵
市
立
図

書
館
・
杵
築
市
立
図
書
館
・
佐
伯
市
教

育
委
員
会
・
広
瀬
資
料
館
・
沖
縄
県
立

図
書
館
・
石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
・

臼
杵
が
完
了
。
杵
築
・
佐
伯
・
対
馬

・
長
崎
大
学
が
新
規
。
広
瀬
資
料
館
は

予
備
調
査
を
行
な
っ
た
。

海
外

ラ
イ
デ
ン
大
学
・
オ
ラ
ン
ダ
国
立
民
族

学
博
物
館
・
新
ル
ー
バ
ン
大
学
図
書
館

・
ア
ラ
ス
市
美
術
館
・
リ
ー
ル
市
立
図

書
館
・
デ
ュ
ボ
ワ
邸
。

海
外
科
研
費
に
よ
る
調
査
。
リ
ー
ル

本
が
中
心
。
他
は
予
備
調
査
．

二
、
収
集

本
年
三
月
ま
で
に
左
記
の
五
三
個
所

の
所
蔵
資
料
五
七
三
九
点
を
収
集
し
た
。

北
海
道
・
東
北
地
区

北
海
学
園
大
学
図
書
館
・
弘
前
市
立
図

書
館
・
盛
岡
市
中
央
公
民
館
・
仙
台
市

民
図
書
館
・
酒
田
市
立
光
丘
図
書
館
・

鶴
岡
市
郷
土
館
・
初
瀬
川
文
庫

関
東
地
区

茨
城
県
立
歴
史
館
・
早
稲
田
大
学
図
書

館
・
東
京
芸
術
大
学
図
書
館
・
同
（
脇

本
文
庫
）
・
宮
内
庁
書
陵
部
・
法
政
大

学
能
楽
研
究
所
（
鴻
山
文
庫
）
・
東
洋

文
庫
・
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

秋
山
虚
・
石
井
庄
司
・
宮
崎
修
多
・
鈴

木
淳

中
部
地
区

新
潟
大
学
図
書
館
・
北
方
文
化
博
物
館

・
石
川
県
立
図
書
館
（
李
花
亭
文
庫
）

・
金
沢
市
立
図
書
館
（
藤
本
文
庫
）
・

山
梨
県
立
図
書
館
（
甲
州
文
庫
）
・
長

野
県
短
大
図
書
館
・
上
田
市
立
図
書
館

（
花
月
文
庫
）
・
同
（
花
春
文
庫
）
・
名

古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
・
名
古
屋
市

蓬
左
文
庫
（
尾
崎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
・

愛
知
県
立
大
学
図
書
館
・
中
京
大
学
図

香
館
・
大
須
文
庫
・
新
城
ふ
る
さ
と
悩

報
館
（
牧
野
文
庫
）
・
西
尾
市
立
図
書

館
（
岩
瀬
文
庫
）

近
畿
地
区

正
教
蔵
文
庫
・
夢
望
庵
文
庫
・
京
都
大

学
文
学
部
（
穎
原
文
庫
）
・
陽
明
文
庫

・
芦
庵
文
庫
・
大
和
文
華
館
・
大
阪
女

子
大
学
図
番
館
・
白
鹿
記
念
酒
造
博
物

館
・
温
泉
寺

中
国
・
四
国
地
区

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
図
書
館

・
三
原
市
立
図
書
館
・
岩
国
徴
古
館
・

鎌
田
共
済
会
図
書
館
・
善
通
寺
・
香
川

某
家
・
高
知
県
立
図
書
館
（
山
内
文

庫
）

へ

九
州
地
区

祐
徳
稲
荷
神
社
（
中
川
文
庫
）
・
熊
本

大
学
図
書
館
（
北
岡
文
庫
）

海
外

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
イ
校

こ
の
う
ち
川
崎
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

・
香
川
某
家
は
完
了
。
仙
台
市
図
書
館

・
初
瀬
川
文
庫
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心

女
子
大
図
書
館
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

平
成
六
年
度
鯛
査
収
集
計
画

本
年
度
は
、
調
査
二
六
箇
所
（
海

外
を
含
む
）
八
九
五
○
点
、
収
集
六
一

箇
所
（
同
）
五
四
七
一
点
の
計
画
を
立

て
、
既
に
順
次
実
行
に
移
し
て
い
る
。

篠
山
青
山
会
文
庫
・
広
島
専
徳
寺
の
調

査
に
着
手
、
仙
台
市
博
物
館
伊
達
家
本

青
山
会
本
・
杵
築
市
立
図
書
館
の
収
集

が
新
た
に
始
ま
る
。

海
外
資
料
の
鯛
査
・
収
集

昨
年
度
か
ら
の
継
続
で
、
ラ
イ
デ
ン

大
学
・
オ
ラ
ン
ダ
国
立
民
族
学
博
物
館

の
シ
ー
ボ
ル
ト
本
、
新
ル
ー
バ
ン
大
学

図
書
館
等
の
海
外
科
研
費
に
よ
る
調
査

を
九
月
五
日
か
ら
十
八
日
間
の
予
定
で

行
な
う
。
収
集
は
右
の
諸
館
の
外
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
イ
校
も

予
定
さ
れ
て
い
る
。

第
四
室

本
年
度
は
客
員
教
授
と
し
て
学
習
院

大
学
文
学
部
諏
訪
春
雄
教
授
が
着
任
し

た
。
併
任
助
教
授
は
、
前
期
は
山
口
大

/‐

学
教
養
部
飯
倉
洋
一
助
教
授
、
後
期
は

山
形
大
学
教
育
学
部
名
子
喜
久
雄
助
教

授
。
い
ず
れ
も
専
門
分
野
の
収
集
書
目

の
書
誌
的
研
究
や
特
定
研
究
の
書
誌
学

用
語
の
整
理
研
究
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

そ
の
他

調
査
員
地
区
会
議
は
、
北
海
道
・
東

北
地
区
は
仙
台
市
で
十
月
二
十
日

（
木
）
に
、
中
国
・
四
国
地
区
は
十
一

月
四
日
（
金
）
に
広
島
市
で
開
催
の
予
定

を
立
て
て
い
る
。

特
定
研
究
の
「
古
典
籍
学
の
確
立
、

体
系
化
の
た
め
の
研
究
」
は
五
年
計
画

の
最
終
年
度
、
既
報
の
如
く
用
語
集
の

作
成
作
業
を
中
心
と
し
て
、
全
八
章
の

残
り
の
三
章
の
「
見
出
し
語
」
案
を
調

査
研
究
報
告
十
五
号
に
掲
載
し
た
。
平

成
四
年
度
ま
で
の
海
外
科
研
で
調
査
し

た
チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
図
書
館
の
和

書
目
録
解
題
を
作
成
し
て
、
こ
れ
も
同

報
告
同
号
に
載
せ
た
。

本
年
度
は
人
事
異
動
は
な
く
、
当
部

は
同
じ
顔
振
れ
で
仕
事
に
励
ん
で
い
る
。

鈴
木
淳
助
教
授
は
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
東
ア
ジ

ア
図
書
館
の
依
嘱
で
版
本
目
録
を
作
成

す
べ
く
、
七
月
十
五
日
か
ら
九
月
三
十

日
ま
で
出
張
し
て
い
る
。

調
査
研
究
報
告
第
十
五
号
は
三
月
三

十
一
付
で
編
集
刊
行
さ
れ
た
。

（
文
献
資
料
部
長
）
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平
成
五
年
度
は
、
次
の
五
室
の
体
制

で
運
営
さ
れ
た
。

情
報
資
料
室
武
井
協
三
室
長

情
報
分
析
室
松
村
雄
二
室
長

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
中
村
康
夫
室
長

情
報
処
理
室
安
永
尚
志
室
長

研
究
開
発
室
新
井
栄
蔵
室
長

各
室
の
業
務
の
担
当
は
、
従
来
の
通
り

で
あ
る
。

情
報
資
料
室

第
十
七
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会

を
、
十
一
月
十
一
日
、
十
二
日
に
開
催

し
た
。
土
曜
日
が
休
館
と
な
り
木
・
金

曜
の
開
催
と
な
っ
た
た
め
、
参
加
者
数

の
減
少
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
一
二
一
名

（
内
外
国
人
三
七
名
）
の
参
加
が
あ
り
、

盛
況
の
う
ち
に
研
究
集
会
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
。

国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
委
員
会
は
、

本
年
度
で
任
期
を
終
え
、
次
年
度
よ
り

メ
ン
バ
ー
を
更
新
し
て
、
新
た
に
発
足

す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い

依
頼
発
表
者
の
増
加
、
応
募
発
表
者
の

い
っ
そ
う
の
厳
選
な
ど
、
集
会
全
体
の

質
の
向
上
を
計
る
予
定
で
あ
る
。

国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
業
務
に
関

研
究
情
報
部
事
業
報
告

連
し
、
当
室
で
は
外
国
人
研
究
員
を
は

じ
め
外
来
研
究
員
な
ど
の
受
け
入
れ
業

務
や
、
外
国
か
ら
の
問
い
合
せ
に
対
す

る
回
答
な
ど
も
、
付
帯
的
に
行
な
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
、
外
国
へ
の
出
張

の
必
要
性
な
ど
も
生
じ
て
お
り
、
業
務

の
量
は
、
年
々
増
加
し
て
い
る
。
教
官

数
の
少
い
当
室
の
み
で
は
オ
ー
バ
ー
フ

ロ
ー
の
状
態
で
あ
り
、
新
た
な
国
際
室

の
設
置
が
焦
眉
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
、
報
告
し
て
お
く
。

新
聞
情
報
掲
載
の
国
文
学
関
係
記
事

の
収
集
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
を
確
保
す

る
こ
と
に
よ
り
、
一
定
量
の
仕
事
が
軌

道
に
乗
り
だ
し
た
。

館
報
は
例
年
ど
お
り
二
回
の
発
行
を

行
な
っ
た
。

情
報
分
析
室

情
報
分
析
室
の
最
大
の
業
務
で
あ
る

「
国
文
学
年
鑑
」
平
成
四
年
版
の
編
集

を
完
了
し
、
予
定
通
り
平
成
六
年
三
月

末
に
刊
行
す
る
こ
と
を
得
た
。
昭
和
六

十
一
年
度
か
ら
導
入
し
た
Ｃ
Ｔ
Ｓ
（
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ラ
イ
ズ
ド
・
タ
イ
プ
セ
ッ

テ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
）
作
成
シ
ス
テ
ム

の
そ
の
後
の
微
調
整
も
ほ
ぼ
峠
を
越
し
、

戸､

立

川

美
彦

年
度
末
の
三
月
の
刊
行
は
こ
の
四
年
間

順
調
で
あ
る
。

平
成
四
年
版
の
概
要
は
ほ
ぼ
次
の
通

り
で
あ
る
。

◇
雑
誌
・
紀
要
・
論
文
集
所
載
論

文
件
数
二
、
二
三
八
件

◇
新
聞
所
載
論
文
目
録
三
五
件

◇
学
会
一
覧
三
九
学
会

◇
学
会
研
究
発
表
一
覧
七
一
二
件

◇
新
指
定
文
化
財
目
録
一
四
件

◇
平
成
二
年
度
文
部
省
科
学
研
究

費
等
交
付
一
覧
二
三
五
件

◇
受
賞
一
覧
六
八
件

◇
計
報
四
八
件

◇
単
行
本
目
録
二
、
二
八
一
件

◇
収
載
雑
誌
紀
要
一
覧

一
、
○
五
八
件

◇
翻
刻
・
複
製
一
覧
一
、
二
○
件

◇
執
筆
者
索
引
七
、
九
六
一
人

総
ぺ
ｌ
ジ
数
は
、
平
成
三
年
版
よ
り

五
○
ペ
ー
ジ
増
の
七
七
○
ぺ
Ｉ
ジ
と

な
っ
た
。
発
行
所
に
よ
る
価
格
も
昨
年

一
万
円
を
越
え
、
今
年
さ
ら
に
多
少
値

上
が
り
し
た
。
こ
う
し
た
年
間
論
文
数

の
増
加
に
と
も
な
う
諸
問
題
を
含
め
、

年
鑑
作
成
に
か
か
わ
る
情
報
分
析
室
の

将
来
に
は
、
次
の
よ
う
な
大
き
な
二
課

題
が
た
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。

１
論
文
デ
ー
タ
の
増
大
に
と
も
な

う
業
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
人
員
の

合

問
題

２
年
鑑
横
組
み
化
移
行
の
問
題
と

国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
の
連
係
の
問
題

１
は
基
本
的
に
は
予
算
や
定
員
関
係

の
問
題
で
あ
り
、
２
は
年
鑑
と
い
う
現

在
の
冊
子
形
態
の
本
質
や
存
続
に
か
か

わ
る
重
要
課
題
で
あ
る
。
移
転
を
契
機

と
す
る
将
来
構
想
を
に
ら
み
な
が
ら
、

真
剣
に
対
処
す
べ
き
時
に
来
て
い
る
と

い
え
る
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室

平
成
五
年
度
は
、
国
文
学
論
文
目
録

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
新
規
分

と
し
て
平
成
三
年
版
、
遡
及
分
と
し
て

昭
和
五
十
四
・
五
十
五
年
版
の
デ
ー
タ

を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
検
索
で
き
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
追
加
塔
載
し
た
．
そ
れ
ぞ

れ
の
デ
ー
タ
件
数
は
、
平
成
三
年
版
が

一
○
、
八
六
二
年
、
昭
和
五
十
四
年
版

が
六
、
七
七
二
件
、
昭
和
五
十
五
年
版

が
五
、
九
六
七
件
で
あ
る
。
こ
れ
で
オ

ン
ラ
イ
ン
に
塔
載
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ

は
全
部
で
二
四
、
二
○
二
件
に
な
っ

た
。

平
成
五
年
度
は
、
こ
の
論
文
目
録

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
精
度
を
高
め
る

た
め
に
、
キ
ー
ワ
ー
ド
処
理
に
必
要
な

困
諺
両
国
ｚ
因
め
の
ユ
ー
ザ
辞
書
の
語
莱

拡
張
作
業
を
実
施
し
た
。
現
在
、
オ
ン
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ラ
イ
ン
で
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、

多
様
な
検
索
に
対
応
す
べ
く
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う

ち
の
一
つ
で
あ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
付
け
に

は
閏
凄
勺
国
ｚ
固
の
の
と
い
う
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
利
用
し
て
い
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

は
教
え
て
お
い
て
や
ら
な
い
と
何
も
で

き
な
い
の
で
、
こ
う
い
う
言
葉
が
あ
れ

ば
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
切
り
出
し
な
さ

い
と
い
う
ふ
う
に
言
葉
を
教
え
て
お
い

て
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
函
吟
も
国

ｚ
固
の
の
自
身
は
あ
る
程
度
辞
書
に
語

葉
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
基
本
辞
書

は
現
代
語
で
あ
り
、
新
聞
・
週
刊
誌
に

は
威
力
を
発
揮
す
る
が
、
国
文
学
論
文

目
録
と
い
う
専
門
用
語
の
塊
の
よ
う
な

デ
ー
タ
に
は
殆
ど
利
用
に
耐
え
な
い
．

そ
こ
で
ど
ん
ど
ん
語
葉
を
登
録
し
て

や
る
必
要
が
で
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ

の
必
要
語
乗
数
に
は
際
限
が
な
い
こ
と

は
昨
年
度
の
館
報
に
も
書
い
た
。
先
は

長
い
が
、
平
成
五
年
度
の
処
理
を
終
え

て
、
ユ
ー
ザ
辞
替
へ
の
登
録
語
乗
数
は
、

古
典
が
一
八
、
二
四
四
語
、
近
現
代
が

一
四
、
二
五
語
で
あ
る
。
検
索
で
き

な
い
語
莱
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

そ
の
語
葉
が
ま
だ
登
録
さ
れ
て
い
な
い

た
め
で
あ
る
。

第
三
回
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究

集
会
を
十
月
一
日
開
催
し
た
。
参
加
者

数
は
約
六
十
名
で
昨
年
よ
り
約
二
十
名

増
え
た
。
内
容
は
講
演
三
本
と
フ
リ
ー

ト
ー
キ
ン
グ
で
、
講
演
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

・
暦
日
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
想

成
田
山
仏
教
研
究
所
湯
浅
吉

美

・
機
械
可
読
テ
キ
ス
ト
の
処
理
ｌ
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
ツ
ー
ル
ヘ
ー

愛
知
県
立
大
学
高
木
元

・
和
歌
語
莱
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
西
端
幸

雄

な
お
、
講
演
の
内
容
は
「
国
文
学

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
集
会
報
」
第
三
号

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

情
報
処
理
室

情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
・
運
転

を
除
く
平
成
五
年
度
事
業
は
、
以
下
の

よ
う
に
実
施
し
た
。

側
学
術
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
Ｉ
Ｐ

接
続十

二
月
末
に
東
京
地
域
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ

Ｎ
、
東
京
大
学
）
へ
の
加
入
を
行
い
、

つ
い
で
接
続
を
行
な
っ
た
。

②
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
者
目

録
）
の
サ
ー
ビ
ス
開
始

四
月
か
ら
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
０

へ

Ｐ
Ａ
Ｃ
デ
ー
タ
の
定
期
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
等
の
運
用
体
制
を
固
め
た
。
ま
た
、

十
一
月
か
ら
館
内
の
研
究
室
等
の
端

末
か
ら
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
利
用
の
試
験

運
用
を
開
始
し
た
。

③
目
録
作
成

定
常
的
な
業
務
と
し
て
、

①
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク

ロ
資
料
目
録
二
九
九
三
）

②
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
逐
次
刊

行
物
目
録
（
一
九
九
三
）

の
版
下
作
成
を
行
っ
た
。

㈱
デ
ー
タ
作
成
等

上
記
目
録
用
デ
ー
タ
及
び
そ
の
他

の
デ
ー
タ
合
せ
て
約
二
八
、
四
○
○

件
の
デ
ー
タ
入
力
を
行
な
っ
た
。

ま
た
、
八
七
字
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
外
字
の

作
成
を
行
な
っ
た
。

⑤
新
規
シ
ス
テ
ム
の
導
入

一
般
設
備
費
に
よ
っ
て
、
文
献
資

料
等
の
画
像
処
理
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
目
的
に
し
た
、

基
盤
実
験
設
備
「
高
機
能
イ
メ
ー
ジ

デ
ー
タ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
導
入
を

行
な
っ
た
。
主
画
像
処
理
シ
ス
テ
ム

に
高
速
フ
ル
カ
ラ
ー
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
シ
リ
コ
ン
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ス
社
製
ヨ
島
唱
い
）
同
）
、
及
び

デ
ー
タ
通
信
実
験
の
た
め
の
デ
ジ
タ

ル
専
用
回
線
の
開
設
（
窪
与
潟
、

東
京
大
学
、
及
び
ル
ー
タ
の
拡
張
と

へ

タ
ー
ミ
ナ
ル
ア
ダ
プ
タ
を
含
む
）
を

行
な
っ
た
。

⑥
シ
ス
テ
ム
開
発

以
下
の
シ
ス
テ
ム
開
発
を
行
な
っ

た
。

①
日
本
古
典
文
学
作
品
本
文
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
運
用
シ
ス
テ
ム

②
本
文
デ
ー
タ
記
述
文
法
検
査
シ
ス

テ
ム

③
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
・
和
古
書
目

録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
項
目
の

拡
張

④
古
典
籍
総
合
目
録
作
成
シ
ス
テ
ム

の
機
能
改
善

⑤
和
歌
集
等
語
葉
検
索
シ
ス
テ
ム

（
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

版
）

ま
た
、
図
書
資
料
管
理
シ
ス
テ

ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
の
新
シ
ス
テ
ム
へ

の
移
行
に
つ
い
て
の
検
討
を
開
始

し
た
。

ｍ
特
定
研
究

平
成
五
年
度
よ
り
五
ヶ
年
の
特
定

研
究
「
国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
分
散
管
理
・
運
用
方
式
に

関
す
る
研
究
」
を
開
始
し
た
．
初
年

度
は
計
画
の
策
定
と
基
本
調
在
研
究

を
実
施
し
た
。

⑧
「
国
文
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

十
二
月
九
日
に
「
源
氏
物
語
研
究
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と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
を
テ
ー
マ
に
、
第

五
回
「
国
文
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
六
件
の

講
演
と
パ
ネ
ル
討
論
が
行
わ
れ
た
。

約
一
四
○
名
の
参
加
が
あ
り
、
活
発

な
質
疑
が
あ
り
盛
会
で
あ
っ
た
。

⑨
人
文
系
共
同
利
用
機
関
情
報
シ
ス
テ

ム
連
絡
会

第
十
回
は
国
際
日
本
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。
当

館
よ
り
、
「
人
文
学
研
究
の
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
」
に
つ
い
て
提

案
を
行
い
、
こ
れ
を
基
に
討
議
し
た
。

研
究
開
発
室

前
年
度
事
業
報
告
に
あ
る
よ
う
に
、

当
室
は
平
成
四
年
四
月
一
日
付
で
設
置

さ
れ
、
神
奈
川
大
学
知
識
情
報
研
究
所

長
の
藤
原
鎮
男
教
授
が
客
員
教
授
に
任

用
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
館
の
既
往
の
情
報
処
理
シ

ス
テ
ム
お
よ
び
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
構
築
の
検
証
と
今
後
の
研
究
開
発
の

課
題
の
検
討
を
行
い
、
ま
た
、
国
文
学

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
処
理
シ
ス
テ
ム
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
研
究
情
報
部
教
官
お
よ

び
館
外
研
究
者
に
よ
る
共
同
研
究
懇
談

会
を
数
次
に
わ
た
り
開
催
し
た
。
そ
の

結
果
、
当
面
お
よ
び
将
来
の
作
業
目
標

が
得
ら
れ
、
こ
れ
を
部
長
お
よ
び
館
長

に
報
告
し
、
ま
た
提
案
し
た
。

こ
の
提
案
に
沿
い
、
以
下
の
要
望
が

な
さ
れ
、
作
業
が
行
わ
れ
た
。

当
面
の
シ
ス
テ
ム
整
備
要
望

現
在
稼
働
中
の
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
「
渡
り
検

索
」
し
得
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
そ
の

第
一
歩
と
し
て
、
外
部
ユ
ー
ザ
ー
が
一

回
の
検
索
で
現
行
の
三
つ
の
公
開
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス
出
来
る
よ
う
に

し
、
さ
ら
に
得
ら
れ
た
検
索
結
果
を
ま

と
め
る
作
業
を
な
し
得
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
希
望
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
当
室
の
責
任
対
象
の
一
つ
と

し
て
国
際
対
応
の
整
備
が
あ
る
と
の
認

識
に
よ
り
、
以
下
の
事
を
行
な
っ
た
。

〔
資
料
整
備
〕

ま
ず
最
初
の
準
備
と
し
て
、
一
九
八

二
～
九
二
年
間
に
海
外
で
刊
行
さ
れ
た

日
本
文
学
関
係
図
書
約
三
○
○
点
の
う

ち
古
代
中
世
関
係
約
六
○
点
を
購
入
し
、

ま
た
、
近
代
文
学
を
除
く
日
本
文
学
関

係
海
外
学
位
論
文
五
六
篇
を
購
入
し
た
。

〔
英
語
表
示
国
文
学
語
葉
リ
ス
ト
作
成
〕

上
記
資
料
整
備
で
購
入
し
た
欧
文
図

書
の
う
ち
英
書
二
○
冊
の
索
引
語
葉
約

六
五
○
○
を
入
力
、
フ
ァ
イ
ル
化
し
た
。

さ
ら
に
将
来
の
国
文
学
研
究
支
援
英
和

和
英
語
葉
の
組
織
化
の
便
を
考
え
、
こ

の
語
莱
の
う
ち
小
西
甚
一
著
「
日
本
文

芸
史
（
一
部
）
』
分
約
二
○
○
○
語
を
、

別
途
の
フ
ァ
イ
ル
と
し
た
。

以
上
の
準
備
と
作
業
の
上
に
立
っ
て
、

へ

展
示
・
講
演
会
報
告

万
葉
集
ｌ
広
瀬
本
・
近
衛
家
本
な
ど
ｌ

平
成
６
年
度
の
春
季
特
別
展
示
と
し
を
、
各
所
蔵
者
の
御
好
意
に
よ
り
同
時

て
、
４
月
ｎ
日
（
月
）
～
”
日
（
水
）
に
拝
借
し
、
館
蔵
貴
重
書
等
と
共
に
展

に
表
題
の
通
り
万
葉
集
の
展
示
が
行
わ
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

れ
、
ま
た
、
期
間
中
に
関
連
テ
ー
マ
の
当
館
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
貴
重

講
演
会
が
左
記
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
。
な
資
料
を
館
外
か
ら
借
り
受
け
て
展
示

○
４
月
晦
日
（
金
）
「
広
瀬
本
万
葉
集
す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
企

に
つ
い
て
」
関
西
大
学
教
授
・
木
下
正
俊
画
中
に
大
学
図
書
館
等
で
古
典
籍
の
盗

○
４
月
犯
日
（
金
）
「
人
麿
の
信
仰
と
難
頻
発
と
の
ニ
ュ
ー
ス
も
飛
び
込
ん
だ

影
供
」
当
館
助
手
・
佐
々
木
孝
浩
、
「
万
た
め
、
展
示
期
間
中
は
館
員
総
出
で
二

葉
集
と
漱
石
」
当
館
館
長
・
佐
竹
昭
廣
十
四
時
間
の
警
備
体
制
を
敷
く
な
ど
、

展
示
は
、
非
仙
覚
本
系
統
の
完
本
の
厳
重
な
警
戒
に
当
た
っ
た
。
そ
の
甲
斐

出
現
と
し
て
、
昨
年
末
マ
ス
コ
ミ
に
は
あ
っ
て
、
総
計
で
展
示
に
は
約
千
三
百

な
ば
な
し
く
報
道
さ
れ
た
広
瀬
本
万
葉
名
、
識
演
会
に
は
約
五
百
名
の
来
館
者

集
（
関
西
大
学
元
学
長
広
瀬
捨
三
氏
所
が
あ
り
、
盛
況
の
う
ち
に
無
事
終
了
す

蔵
本
）
、
ま
た
、
陽
明
文
庫
か
ら
、
近
る
こ
と
が
で
き
た
。
展
示
・
講
演
会
の

衛
家
伝
来
の
未
公
刊
資
料
で
あ
る
近
衛
記
録
は
、
期
間
中
に
参
加
で
き
な
か
つ

家
本
・
古
活
字
本
（
無
訓
・
書
入
）
万
葉
た
多
く
の
方
の
目
に
触
れ
得
る
よ
う
、

集
や
、
柿
本
人
麿
像
４
幅
、
さ
ら
に
石
井
適
切
な
形
態
を
検
討
し
て
い
る
。

庄
司
氏
よ
り
書
入
版
本
万
葉
集
等
３
点

関
連
語
・
同
義
語
ま
で
を
含
む
英
和
国

文
学
研
究
語
莱
シ
ス
テ
ム
の
櫛
築
を
検

討
し
た
。
こ
の
検
討
と
具
体
化
を
引
き

継
ぎ
、
実
現
へ
む
け
て
努
力
す
る
こ
と

が
、
平
成
六
年
度
の
課
題
の
一
つ
で
あ

つ
《
》
◎

三
月
三
十
一
日
付
で
新
井
栄
蔵
研
究

/一､

情
報
部
長
が
退
官
さ
れ
、
名
誉
教
授
の

称
号
を
授
与
さ
れ
た
。
新
年
度
か
ら
部

長
職
は
新
任
の
立
川
が
引
き
継
ぎ
、
慣

例
に
よ
り
研
究
開
発
室
長
を
兼
務
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
従
来
に
ま
さ
る
御
指

導
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

（
研
究
傭
報
部
長
）
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本
田
康
雄
整
理
閲
覧
部
長
の
後
任
と

し
て
、
本
年
七
月
一
日
に
蒲
任
し
た
ば

か
り
の
私
と
し
て
は
、
ま
だ
、
前
年
度

の
事
業
報
告
を
行
え
る
立
場
に
な
い
。

前
任
部
長
か
ら
の
事
務
引
き
継
ぎ
に
も

と
づ
き
、
以
下
に
、
整
理
閲
覧
部
の
平

成
五
年
度
の
事
業
報
告
を
行
う
こ
と
に

し
た
い
．

平
成
五
年
度
も
、
当
部
が
担
当
す
る

業
務
（
資
料
の
受
入
、
整
理
、
保
存
、

利
用
サ
ー
ビ
ス
及
び
参
考
業
務
、
公
開

講
演
会
の
開
催
、
展
示
等
）
は
、
順
調

に
進
展
し
た
。

人
事
異
動
で
は
、
四
月
一
日
付
で
益

田
義
孝
情
報
サ
ー
ビ
ス
室
長
が
東
京
学

芸
大
学
附
属
図
書
館
情
報
サ
ー
ビ
ス
課

長
に
転
出
し
、
後
任
に
金
原
貴
洋
室
長

が
（
福
井
医
科
大
学
教
務
部
図
書
課
長

か
ら
）
着
任
し
た
．
ま
た
、
古
典
籍
総

合
目
録
作
成
事
業
を
担
当
す
る
情
報
整

備
係
が
新
設
さ
れ
、
歌
野
情
報
管
理
係

長
が
情
報
整
備
係
長
に
な
っ
た
。
情
報

管
理
係
長
に
は
高
橋
努
事
務
官
（
東
京

大
学
附
属
図
書
館
総
務
課
か
ら
）
が
着

任
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
情
報
管
理
係
の

戸
田
加
代
子
事
務
官
が
情
報
整
備
係
に

整
理
閲
覧
部
事
業
報
告

配
證
換
と
な
っ
た
。

平
成
六
年
三
月
三
十
一
日
付
で
、
昭

和
五
十
四
年
の
整
理
閲
覧
部
設
置
以
来
、

部
長
を
務
め
た
本
田
康
雄
教
授
が
停
年

退
職
と
な
っ
た
。

㈲
情
報
サ
ー
ビ
ス
室

⑪
資
料
の
受
入

平
成
五
年
度
の
資
料
受
入
数
は
、
マ

イ
ク
ロ
資
料
（
ロ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
一
、

二
七
七
リ
ー
ル
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ

シ
ュ
五
、
八
三
七
枚
、
紙
焼
写
真
本
一
、

四
七
四
冊
）
、
図
書
（
二
、
二
四
八
冊
）
、

逐
次
刊
行
物
（
七
、
三
六
四
巻
号
冊
）
、

雑
誌
製
本
（
二
二
五
冊
）
で
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
五
年
度
末
で
の
全
蔵

書
数
は
、
別
表
の
と
お
り
と
な
っ
た
。

②
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
整
理

『
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ

査
料
目
録
一
九
九
三
年
」
を
刊
行
し
た
。

収
録
書
目
数
は
、
七
、
六
四
一
点
（
二

六
文
庫
）
で
あ
る
。

③
図
書
資
料
の
整
理
等

一
、
五
一
九
冊
の
図
書
（
和
古
書
を

含
む
）
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
学
術

情
報
セ
ン
タ
ー
目
録
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
活
字
本
・
影
印
本
の
遡
及
入
力
を

へ

大
西
廣

開
始
し
、
四
、
二
四
三
冊
を
入
力
し
た
。

ま
た
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用

者
目
録
）
検
索
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

和
古
書
の
補
修
、
峡
作
成
を
行
っ
た
。

側
逐
次
刊
行
物
の
整
理

新
規
受
入
れ
の
一
四
一
誌
の
書
誌

デ
ー
タ
等
を
作
成
し
、
合
計
三
、
六
七

二
誌
の
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
逐
次

刊
行
物
目
録
一
九
九
四
年
」
を
編
集
、

刊
行
し
た
。

⑤
古
典
作
品
典
拠
フ
ァ
イ
ル
作
成
事
業

読
み
の
付
与
、
著
書
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

作
業
等
を
継
続
し
、
約
五
七
、
○
○
○

件
の
デ
ー
タ
を
作
成
し
た
。
累
計
で
約

三
○
五
、
○
○
○
件
と
な
っ
た
。

⑥
古
典
籍
総
合
目
録
作
成
事
業

デ
ー
タ
作
成
で
は
、
デ
ー
タ
ソ
ー
ス

（
所
蔵
目
録
）
か
ら
デ
ー
タ
シ
ー
ト
ヘ

の
転
記
作
業
を
一
五
、
五
○
○
件
行
い
、

こ
れ
ま
で
累
積
し
た
転
記
済
み
デ
ー
タ

の
中
か
ら
約
二
、
三
○
○
件
を
点
検

し
、
パ
ン
チ
し
た
。
ま
た
、
典
拠
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
作
業
を
本
格
的
に
再
開
し
、

約
一
八
、
五
○
○
件
の
書
誌
デ
ー
タ
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
完
了
し
た
。

古
典
籍
専
門
の
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

作
成
の
対
象
と
な
る
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の

選
定
や
資
料
の
範
囲
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
た
。

角

所蔵資料統計
（平成

別 表 ｍ
閲
覧
業
務

年
間
開
室
日
数
は
前
年
度
よ
り
七
日

少
な
い
二
二
四
日
だ
っ
た
が
、
来
館
利

用
者
数
は
前
年
度
よ
り
二
％
増
え
、

九
、
八
一
○
人
二
日
平
均
四
四
人
）
、

6年3月末現在）

※他に紙焼写真による収集がある。

－7－

資料種別 占 数●●CQ 冊（リール）数

マイクロ資料

マイクロフィルム燕

マイクロフィッシュ

紙 焼写真本

116,812点

10,528点

25,846リール

37,798枚

58,066冊

図書（古書及び新刊番） 31,816点 88,420冊

逐次刊行物 3,672誌 115,783巻号冊

寄託図書 964点 4,313冊
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’

新
規
登
録
者
は
一
○
％
増
え
二
、
二
八

九
人
（
一
日
平
均
一
○
人
）
で
、
登
録

者
の
累
計
は
、
三
○
、
八
四
五
人
に
達

し
た
。
閉
架
資
料
の
閲
覧
点
数
は
、
前

年
度
よ
り
二
六
％
増
の
二
四
、
九
二
八

点
（
一
日
平
均
一
二
点
）
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
文
献
複
写
は
、
一
三
％
伸
び
三

○
、
五
五
一
件
（
一
日
平
均
一
三
六

件
）
で
、
電
子
複
写
（
含
む
リ
ー
ダ
ー

プ
リ
ン
タ
ー
）
に
二
四
五
、
五
四
四
枚
、

紙
焼
写
真
二
二
、
九
一
七
枚
、
ポ
ジ

フ
ィ
ル
ム
三
、
八
六
九
コ
マ
を
作
製
し

た
。

ま
た
、
相
互
利
用
（
郵
送
に
よ
る
文

献
複
写
・
貸
出
）
の
複
写
受
付
は
、
三
、

○
九
三
件
で
、
前
年
度
に
比
べ
一
五
％

増
加
、
大
学
図
書
館
等
へ
の
資
料
の
貸

出
は
、
二
九
件
八
二
点
一
二
八
冊
で

あ
っ
た
。

な
お
、
例
年
ど
お
り
、
四
月
末
か
ら

五
月
初
め
に
か
け
て
資
料
の
く
ん
蒸
、

三
月
末
に
は
蔵
書
点
検
を
実
施
し
た
。

⑧
資
料
の
保
存

当
館
所
蔵
原
本
（
写
本
・
版
本
）
の

マ
イ
ク
ロ
化
事
業
は
、
約
一
五
万
コ
マ
、

八
○
○
点
の
撮
影
を
実
施
し
た
。

保
存
用
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
の
外
部
保
管

委
託
は
、
平
成
三
年
度
収
集
分
一
、
四

八
四
リ
ー
ル
を
追
加
委
託
し
、
総
計
二

一
、
三
九
二
リ
ー
ル
と
な
っ
た
。

同
参
考
室

⑩
参
考
業
務

日
常
業
務
と
し
て
、
参
考
質
問
の
受

付
・
回
答
に
従
事
し
、
参
考
図
書
の
充

実
と
二
階
閲
覧
室
の
参
考
開
架
図
書
の

維
持
・
管
理
に
あ
た
っ
た
。

②
公
開
講
演
会

国
文
学
の
普
及
業
務
と
し
て
、
次
の

と
お
り
公
開
講
演
会
を
開
催
し
た
。

・
第
銘
回
（
６
月
妬
日
、
於
当
館
）

「
王
朝
和
歌
の
享
受
ｌ
古
今
集
を
中

心
に
Ｉ
」
新
井
栄
蔵
（
当
館
教
授
）
、

「
王
朝
物
語
の
基
本
性
格
」
野
口
元

大
（
上
智
大
学
教
授
）

・
第
釣
回
（
ｎ
月
鋤
日
、
京
都
会
館
）

「
江
戸
文
芸
か
ら
新
聞
小
説
へ
」
本

田
康
雄
（
当
館
教
授
）
、
「
情
の
文

学
」
濱
田
啓
介
（
京
都
大
学
教
授
）

・
第
略
回
夏
期
公
開
講
演
会
「
西
鶴
ｌ

没
後
三
百
年
ｌ
」
（
７
月
調
日
～
訓
日
、

於
当
館
）

羽
日
「
西
鶴
と
出
版
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
」
中
嶋
隆
（
横
浜
国
立
大
学
助
教

授
）
、
「
信
濃
路
の
西
鶴
」
井
上
敏
幸

（
福
岡
女
子
大
学
教
授
）

調
日
「
西
鶴
の
〈
ぬ
け
〉
」
篠
原
進
（
青

山
学
院
大
学
助
教
授
）
、
「
西
鶴
と
地

方
知
識
人
」
森
川
昭
（
帝
京
大
学
教

授
）

（
次
頁
へ
）

/一、

夢
望
庵
文
庫
は
、
乾
憲
雄
氏
（
滋
賀

県
俳
文
学
会
会
長
、
甲
西
町
教
育
委
員

等
）
の
蒐
集
に
成
っ
た
俳
譜
資
料
の
文

庫
で
あ
る
．
所
在
地
は
、
乾
氏
が
住
職

を
つ
と
め
る
真
宗
大
谷
派
正
念
寺
（
滋

賀
県
甲
賀
郡
甲
西
町
菩
提
寺
一
二
三

一
）
内
で
あ
る
。

昭
和
四
十
五
年
に
火
災
に
あ
っ
た
折
、

本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
像
と
芭
蕉
翁
木
像

の
二
体
だ
け
が
難
を
逃
れ
た
と
い
う
。

無
言
の
内
に
も
、
正
念
寺
と
俳
譜
資
料

の
縁
の
深
さ
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
出
来

事
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
、
収
蔵
品
を
大
雑
把
に
紹
介
す

る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
近
世
か
ら
現

代
に
い
た
る
句
幅
、
近
世
俳
画
賛
句
幅

・
短
冊
、
俳
人
書
簡
、
俳
書
、
句
碑
拓

本
、
歌
人
幅
、
歌
人
・
俳
人
・
狂
歌
人

の
短
冊
（
近
世
～
現
代
）
、
漢
詩
短
冊
、

九
老
・
呉
春
ら
の
画
巻
、
芭
蕉
の
肖
像

掛
幅
、
そ
の
ほ
か
画
幅
、
め
く
り
の
い

ろ
い
ろ
な
ど
。

そ
れ
ら
の
中
か
ら
、
そ
の
具
体
を

少
々
紹
介
す
る
と
、
近
世
俳
画
賛
句
幅

で
は
、
宗
鑑
（
風
寒
し
破
れ
障
子
の
神

無
月
）
、
立
甫
（
飛
梅
や
唐
ま
で
自
由
自

在
天
）
、
許
六
（
野
か
ら
す
の
腹
に
蹴

て
ゆ
く
春
の
水
）
、
乙
由
（
苗
代
に
か
、

し
は
あ
れ
ど
春
の
く
れ
）
、
蕪
村
の

「
三
十
六
俳
仙
図
」
そ
の
ほ
か
其
角
、

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
４
－

文
庫
紹
介
⑳
ｌ

夢
望
庵
文
庫

一
晶
、
山
東
京
伝
の
も
の
な
ど
。
書
籍

の
方
で
は
「
新
三
百
韻
」
（
写
本
・
元
禄

三
成
）
、
「
黙
々
翁
点
俳
譜
点
取
集
」
（
天

明
三
写
）
等
々
で
あ
る
。

夢
望
庵
文
庫
の
全
貌
は
い
ま
だ
明
ら

か
な
ら
ざ
る
部
分
が
多
い
が
、
乾
氏
の

御
著
書
に
よ
っ
て
、
か
い
ま
み
る
事
が

で
き
る
の
で
、
次
に
そ
の
書
目
を
あ
げ

ヲ
（
ぜ
○

①
「
夢
望
庵
文
庫
蔵
俳
画
賛
句
幅
（
近
世

網
）
」

昭
和
六
二
年
・
夢
望
庵
文
庫
発

行

②
「
俳
画
賛
句
幅
（
近
代
縄
二

平
成
四
年
・
夢
望
庵
文
庫
発
行

定
価
二
七
○
○
円

③
「
夢
望
庵
文
庫
蔵
芭
蕉
翁
の
肖
像
百

影
」

昭
和
五
十
九
年
・
光
琳
社
出
版

発
行
・
定
価
三
六
○
○
円

④
「
夢
望
庵
文
庫
図
録
４
夜
帰
雁
」
（
近

世
公
卿
和
歌
短
冊
一
二
○
葉
）
平
成
三
年

・
夢
望
庵
文
庫
発
行

⑤
「
夢
望
庵
雑
筆
二
）
～
」
二
義

仲
寺
」
二
○
○
号
～
）
昭
和
五
十

八
年
～

当
館
の
調
査
は
平
成
三
年
か
ら
開
始

し
、
現
在
ま
で
の
調
査
点
数
は
、
細
目

カ
ー
ド
で
一
四
三
点
程
で
あ
る
。
フ
ィ

ル
ム
撮
影
も
同
時
に
開
始
し
、
俳
画
賛

句
幅
の
フ
ィ
ル
ム
も
利
用
可
能
で
あ
る
。

（
文
献
資
料
部
和
田
恭
幸
）

－8－
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文
学
及
び
古
典
テ
キ
ス
ト
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
開
発
と

そ
の
利
用
の
た
め
の
基
礎
的
研
究

安
永
尚
志

海
外
で
は
大
規
模
な
テ
キ
ス
ト
・

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
電
子
化
辞
書
、
文
章

解
析
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
が
開
発
さ
れ
、
文

学
や
古
典
研
究
を
始
め
と
し
て
比
較
言

語
学
、
比
較
文
化
学
な
ど
学
際
的
な
研

究
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

近
年
日
本
研
究
も
盛
ん
に
な
り
、
各
国

の
大
学
に
専
門
の
学
科
が
設
立
さ
れ
、

基
礎
と
な
る
文
学
や
古
典
の
テ
キ
ス
ト

・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
対
す
る
需
要
も
高

ま
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
、
本
研
究
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

使
っ
た
国
際
的
な
日
本
研
究
支
援
の
た

め
に
、
ど
の
よ
う
な
環
境
整
備
が
必
要

か
を
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
組
織
さ
れ
た
。

合
計
七
回
に
わ
た
っ
て
熱
心
に
行
わ

れ
た
研
究
会
で
は
、
先
行
す
る
海
外
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
及
び
ソ
フ
ト
の
開
発
の

状
況
や
、
近
年
の
国
内
の
動
向
の
分
析

に
留
ま
ら
ず
、
実
際
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

経
由
で
当
館
か
ら
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
へ
テ
キ
ス
ト
の
移
植
実
験
を
行
う

な
ど
、
将
来
の
国
際
協
力
を
展
望
し
た

具
体
的
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

共
同
研
究
報
告
（
追
加
）

た
。

以
下
に
各
回
の
研
究
会
の
主
な
討
議

項
目
を
あ
げ
る
．

第
一
回
研
究
会

三
つ
の
研
究
集
会
「
国
際
日
本
文
学

研
究
集
会
」
、
「
国
文
学
研
究
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
研
究
集
会
」
、
「
国
文
学
と
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
討
論
を
行
っ
た
。
続
い

て
海
外
の
研
究
集
会
で
あ
る
「
シ
脇
月

旨
号
口
さ
『
津
凰
目
の
冒
島
硯
（
シ
シ
辺
」

と
「
両
○
員
８
８
コ
シ
閉
ｏ
ｇ
ｇ
さ
ご
ざ
『

旨
冒
月
將
の
冨
皇
＄
（
両
諺
崩
）
」
に
つ

い
て
、
ワ
ト
ソ
ン
と
長
瀬
が
報
告
し
た
。

ま
た
、
内
田
よ
り
古
典
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
穣
極
的
に
利
用
し
て
い
る

「
情
報
語
学
文
学
研
究
会
」
の
活
動
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

第
二
回
研
究
会

ハ
リ
ー
ズ
か
ら
、
英
国
の
日
本
研
究

の
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
計
画
と

進
行
状
況
の
報
告
が
あ
っ
た
。
中
村
よ

り
「
歴
史
物
語
・
和
歌
に
登
場
す
る
実

在
の
人
名
・
地
名
索
引
」
の
紹
介
が

あ
っ
た
。

第
三
回
研
究
会

ア
ー
マ
ー
よ
り
カ
ラ
マ
ズ
ー
・
国
際

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
紹
介
が
あ
り
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
中
世
英
語
文
献

の
研
究
動
向
が
報
告
さ
れ
た
。

第
四
回
研
究
会

へ

安
永
、
原
、
ア
ー
マ
ー
よ
り
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
使
っ
た
「
噺
本
」
移
植
実
験
の
報
告

が
あ
っ
た
。
そ
の
際
ミ
ヨ
号
乏
の
用
の

ソ
フ
ト
の
提
供
が
課
題
と
な
っ
た
が
、

平
成
六
年
二
月
に
は
無
事
Ｐ
Ｄ
Ｓ

日
本
語
ワ
ー
プ
ロ
を
稼
働
さ
せ
る
こ
と

が
出
来
た
。

第
五
回
研
究
会

ワ
ト
ソ
ン
、
ア
ー
マ
ー
よ
り
最
近
の

冒
蔚
目
鼻
や
○
ロ
ー
詞
○
旨
の
詳
細

に
つ
い
て
調
査
報
告
が
あ
っ
た
。

第
六
回
研
究
会

人
文
系
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
の
分

野
で
草
分
け
的
存
在
で
あ
る
ス
ー
ザ
ン

・
ホ
ッ
ケ
イ
氏
が
来
館
し
、
最
近
の
人

文
科
学
で
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
に
つ

い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。
当
館
の
テ
キ
ス

ト
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
ハ
イ
パ
ー
メ

デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
テ
キ
ス
ト
開
発
技

術
を
題
材
と
し
て
、
米
国
と
の
将
来
の

提
携
の
可
能
性
が
検
討
さ
れ
た
。

第
七
回
研
究
会

文
学
研
究
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

利
用
が
欧
米
に
比
し
て
遅
れ
て
い
る
点

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
後
の
課
題
と

し
て
、
①
国
内
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
開

発
の
状
況
を
調
査
し
、
各
種
学
会
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
成
さ
れ
て
い
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
リ
ス
ト
、
公
開
状
況
、
、
入

手
の
仕
方
を
調
査
す
る
こ
と
、
②
海

戸、

（
前
頁
よ
り
）

訓
日
「
「
硯
石
」
の
西
鶴
」
井
口
洋
（
奈

良
女
子
大
学
教
授
）
、
「
晩
年
の
西

鶴
」
神
保
五
彌
（
早
稲
田
大
学
名
誉

教
授
）

な
お
、
第
略
回
夏
期
公
開
講
演
会
の

筆
録
集
で
あ
る
「
国
文
学
研
究
資
料
館

講
演
集
唱
西
鶴
ｌ
没
後
三
百
年
ｌ
」

を
刊
行
し
、
大
学
図
書
館
等
へ
の
寄
贈

の
ほ
か
、
希
望
者
に
も
配
布
し
て
い
る
。

③
展
示

平
成
五
年
度
に
開
催
し
た
常
設
展
示

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
特
別
展
示
は

行
わ
な
か
っ
た
。

第
別
回
「
和
書
の
さ
ま
ざ
ま
」
（
４
月

吃
日
～
６
月
妬
日
）

第
弱
回
「
版
本
の
挿
絵
」
（
７
月
吃
日
Ｉ

９
月
泌
日
）

第
託
回
「
仏
教
と
文
学
」
（
叩
月
皿
日
～

皿
月
型
日
）

第
釘
回
「
史
書
と
日
記
」
（
１
月
Ⅳ
日
～

３
月
型
日
）

（
整
理
閲
覧
部
長
）

外
の
動
向
を
調
査
し
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
開

発
や
研
究
支
援
に
ど
の
よ
う
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
必
要
か
を
提
言
の
形
で
ま
と

め
る
こ
と
、
③
海
外
の
研
究
者
の
要
望

を
ま
と
め
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
国
内
外

へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
促
進
す
る
。
以
上
の

三
点
が
確
認
さ
れ
た
．
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掲
出
本
は
、
著
者
の
小
沢
蔵
庵
自
筆

「
振
分
髪
」
写
本
一
冊
で
、
書
誌
は
次

の
通
り
。

紺
色
地
青
海
波
に
鴛
煮
文
金
欄
表
紙

を
後
補
、
紫
色
の
木
綿
糸
を
二
本
通
し

て
綴
じ
る
。
二
七
×
一
九
・
四
糎
。
外

題
は
表
紙
左
上
に
砥
粉
色
地
金
色
霞
文

の
布
題
篭
（
原
題
叢
力
）
を
貼
り
、

「
不
里
和
気
髪
」
と
記
す
。
見
返
し
は

金
砂
子
散
ら
し
文
の
鳥
子
紙
。
袋
綴
装
。

墨
付
三
五
丁
、
前
後
に
遊
紙
各
一
丁
。

料
紙
は
楮
。
各
丁
の
左
下
隅
に
小
紙
片

を
三
角
形
に
な
る
よ
う
表
裏
に
貼
込
み
、

手
擦
れ
を
防
ぐ
。

毎
半
丁
八
行
書
、
和
歌
は
二
行
書
。

朱
番
は
、
読
点
、
鉤
点
、
頭
番
そ
の
他

の
注
記
、
訂
正
箇
処
な
ど
。
表
記
は
漢

字
平
仮
字
交
じ
り
で
、
頭
書
の
一
部
は

片
仮
名
交
じ
り
。
奥
に
「
丙
辰
春
洛
東

図
南
亭
に
筆
を
と
る
蔵
庵
」
と
あ
る
。

印
記
は
な
く
、
伝
来
は
不
明
で
あ
る
が
、

ふ
と
契
沖
を
思
わ
せ
る
温
和
、
撲
直
な

字
体
は
、
静
嘉
堂
文
庫
の
自
筆
歌
稿

「
六
帖
詠
藻
』
で
目
馴
れ
た
蔵
庵
の
そ

れ
に
紛
れ
も
な
い
。
頭
書
の
朱
書
は
、

小
沢
蘆
庵
自
筆

新
収
資
料
紹
介
⑳
ゞ

『
振
分
髪
』

や
や
速
筆
で
崩
れ
て
い
る
が
、
本
行
は

相
当
、
謹
直
な
行
草
体
と
言
い
う
る
．

本
書
は
、
初
心
者
向
け
歌
学
書
と
し

て
、
歌
の
基
本
理
念
、
同
心
異
句
、
同

句
異
心
の
例
歌
、
て
に
は
、
詞
の
五
種
、

自
他
の
別
な
ど
を
平
易
に
説
い
た
も
の
。

板
本
が
出
る
以
前
、
「
放
髪
」
の
書
名

で
、
す
く
な
く
と
も
資
政
七
年
二
月
以

前
に
写
本
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、

佐
佐
木
信
網
の
「
万
葉
漫
筆
』
の
「
蔵

庵
と
久
老
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、

掲
出
本
は
、
出
板
直
前
の
實
政
八
年

（
丙
辰
）
春
に
清
書
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
板
本
は
、
同
じ
奥
書
の
後
に
麓

庵
の
賊
を
添
え
、
反
故
の
中
か
ら
吉
田

元
長
が
本
書
を
見
付
け
て
開
板
を
切
望

し
た
由
を
記
す
。
刊
記
に
は
、
「
質
政

八
年
丙
辰
三
月
／
京
都
二
条
富
小
路
東

入
町
／
吉
田
四
郎
右
衛
門
」
と
あ
る
が
、

版
元
の
元
長
は
、
蔵
庵
の
門
弟
で
、

『
布
留
の
中
道
」
「
袖
中
和
歌
六
帖
」
な

ど
の
師
の
編
著
を
手
懸
け
た
京
都
の
書

津
。

掲
出
本
と
板
本
を
比
較
す
る
と
、
字

配
や
行
配
も
比
較
的
近
似
す
る
反
面
、

本
文
の
出
入
り
や
頭
書
の
存
在
な
ど
、

目
立
っ
た
異
同
も
存
す
る
。
そ
の
う
ち

特
筆
す
べ
き
は
、
掲
出
本
の
十
三
丁
裏

戸､

か
ら
十
四
丁
表
に
か
け
て
、
「
た
の

め
」
の
説
明
の
終
り
の
部
分
に
、
朱
で

鉤
印
を
付
し
、
「
除
以
下
」
と
記
し
て
、

次
の
よ
、
フ
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

い
せ
人
の
作
れ
る
玉
あ
ら
れ
と
い

ふ
文
に
、
初
の
説
を
の
み
い
た
し

た
る
は
ひ
か
こ
と
、
も
お
ほ
え
ね

と
後
の
う
た
に
心
つ
か
さ
り
け
り

と
み
ゆ
、
い
ま
す
こ
し
み
つ
か
ら

の
詠
歌
の
た
め
に
ま
な
は
れ
は
詞

は
う
た
に
よ
り
て
転
す
る
こ
と
を

も
わ
き
ま
へ
、
あ
ら
は
す
文
に
も

さ
る
よ
し
を
し
る
さ
る
へ
き
に
、

こ
れ
の
み
な
ら
す
た
か
へ
る
こ
と

fL、

角
〆

の
み
ゆ
る
は
人
の
み
ん
た
め
を
の

み
（
文
あ
ら
は
す
こ
と
の
み
）
お

も
ひ
て
、
み
つ
か
ら
の
詠
歌
に
心

を
い
れ
ら
る
、
こ
と
は
う
と
し
と

み
ゆ
れ
は
、
所
に
つ
き
た
る
、
ひ

か
こ
と
の
名
を
や
お
は
る
へ
き
と
、

い
と
を
し
く
こ
そ
お
ほ
ゆ
れ

右
は
宣
長
の
「
玉
あ
ら
れ
」
（
寛
政
四

年
刊
）
の
考
説
を
批
判
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
蔵
庵
に
は
現
在
、
供
書
な
が
ら
、

「
玉
鍍
難
詞
」
な
る
著
述
が
あ
っ
た
と

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
の
一
斑
を
窺

う
べ
き
資
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
ろ
う
。

（
文
献
資
料
部
・
鈴
木
淳
）

k菌
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奈
良
在
住
の
シ
テ
方
金
春
流
能
楽
師

で
、
金
春
禅
竹
の
御
子
孫
に
あ
た
ら
れ

る
金
春
欣
三
氏
の
特
別
の
御
配
慮
と
御

好
意
に
よ
っ
て
、
以
上
三
点
の
禅
竹
自

筆
能
楽
伝
習
が
当
館
に
寄
せ
ら
れ
る
運

び
と
な
っ
た
。
未
紹
介
の
禅
竹
自
筆
本

が
出
現
し
た
こ
と
は
、
今
後
の
能
楽
研

究
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

金
春
欣
三
氏
へ
の
謝
意
も
兼
ね
、
こ
こ

に
紹
介
す
る
。

禅
竹
自
筆
伝
書
は
、
世
阿
弥
伝
書
や

そ
の
他
の
能
楽
伝
書
と
と
も
に
、
長
く

金
春
大
夫
家
に
伝
来
し
秘
蔵
さ
れ
て
い

た
が
、
明
治
時
代
に
別
家
伝
来
本
も
含

め
て
大
半
が
流
出
し
た
。
そ
の
過
半
は

奈
良
生
駒
の
宝
山
寺
に
入
り
、
現
在
、

金
春
家
伝
来
伝
書
は
、
宝
山
寺
、
法
政

大
学
能
楽
研
究
所
、
同
般
若
窟
文
庫
、

同
鴻
山
文
庫
、
金
春
宗
家
に
分
散
し
て

保
存
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
元
和
七

年
に
作
ら
れ
た
「
金
春
家
之
書
物
之
日

記
」
に
よ
れ
ば
、
な
お
不
明
の
伝
書
も

数
点
あ
り
、
何
等
か
の
理
由
で
他
に
流

特
別
新
収
和
古
書
の
お
知
ら
せ

金
春
禅
竹
自
筆
伝
書
三
点

「
五
音
之
次
第
』

『
五
音
三
曲
集
』

『
六
輪
一
露
之
記
」
（
紙
背
、
『
歌
舞
髄
脳
記
」
草
稿
）
。

出
し
た
も
の
も
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た

が
、
現
存
の
可
能
性
す
ら
不
明
で
あ
っ

た
。
こ
の
三
点
も
そ
の
よ
う
な
運
命
に

あ
っ
た
の
だ
が
、
偶
然
に
も
昭
和
四
十

七
年
秋
に
金
春
欣
三
氏
の
入
手
さ
れ
る

と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
こ
に
至
る
経
緯

は
種
々
推
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る

が
、
数
奇
な
運
命
を
辿
っ
て
、
幸
運
に

も
御
子
孫
の
元
に
戻
っ
た
と
い
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。
金
春
氏
は
、
御
先
祖
の
も

の
だ
か
ら
と
大
切
に
秘
蔵
さ
れ
て
お
ら

れ
た
が
、
貴
重
な
学
問
的
資
料
で
も
あ

り
、
個
人
で
所
蔵
し
て
い
る
よ
り
は
と
、

公
的
機
関
へ
の
寄
贈
を
お
考
え
に
な
り
、

こ
の
た
び
、
樹
下
好
美
氏
の
仲
介
で
国

文
学
研
究
資
料
館
に
快
く
お
譲
り
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
他
の
禅
竹
伝
書

等
か
ら
判
断
し
て
、
三
点
と
も
金
春
禅

竹
自
筆
に
相
違
な
く
、
昭
和
三
十
九
年

「
明
宿
集
』
発
見
以
来
の
禅
竹
自
筆
本

の
出
現
で
あ
る
。
以
下
、
簡
単
に
書
誌

を
紹
介
し
て
お
く
。

~

「
五
音
之
次
第
」
未
装
折
本
一
帖
。

縦
二
○
・
七
糎
、
横
二
・
二
糎
。
料

紙
は
や
や
厚
手
の
楮
紙
で
、
墨
付
九
折
。

天
地
に
墨
界
、
片
面
五
本
の
白
界
あ
る

も
、
行
配
り
は
界
線
に
依
ら
ず
六
～
八

行
。
冒
頭
は
「
五
音
之
次
第
」
か
ら
始

ま
り
、
末
尾
に
享
徳
四
年
の
識
語
、
署

名
・
花
押
が
あ
る
。
内
容
は
転
写
本
た

る
八
左
衛
門
本
に
ほ
ぼ
同
じ
で
、
「
六

輪
曲
味
」
を
付
載
す
る
が
「
幽
玄
三

輪
』
は
な
い
。

『
五
音
三
曲
集
」
仮
綴
袋
綴
本
一
冊
。

縦
二
七
・
二
糎
、
横
二
○
・
三
糎
。
濃

藍
色
の
表
表
紙
の
み
あ
り
、
墨
書
題
霞

を
貼
る
。
料
紙
は
楮
紙
で
墨
付
四
四
丁
。

片
面
八
行
だ
が
、
四
二
丁
裏
以
後
は
行

数
増
加
。
内
容
は
八
左
衛
門
本
に
ほ
ぼ

同
じ
だ
が
、
墨
・
朱
の
訂
正
書
き
入
れ

が
多
く
、
墨
滅
箇
所
に
つ
い
て
八
左
衛

門
本
は
訂
正
後
の
本
文
の
み
を
採
用
し

て
い
る
。
末
尾
に
長
禄
四
年
の
識
語
、

署
名
・
花
押
あ
り
。

「
六
輪
一
露
之
記
」
仮
綴
袋
綴
本
一

冊
。
縦
二
八
・
○
糎
、
横
一
二
・
八
糎
。

第
一
紙
表
及
び
最
終
紙
裏
に
柿
渋
を
引

い
て
表
紙
と
し
、
左
肩
に
「
一
大
事
秘

書
也
／
六
輪
一
露
之
記
」
と
墨
書
。
料

紙
は
前
書
と
同
じ
楮
紙
で
、
全
三
一
丁
。

行
数
は
「
六
輪
一
露
之
記
」
の
み
ほ
ぼ

片
面
七
行
で
固
定
す
る
が
、
他
は
一
定

へ

し
な
い
。
八
左
衛
門
と
同
じ
く
各
種
の

書
物
が
書
き
継
が
れ
て
お
り
、
「
六
輪

一
露
之
記
注
」
末
尾
に
康
正
二
年
の
識

語
、
署
名
・
花
押
が
あ
る
。
な
お
、
二

一
丁
分
の
紙
背
に
、
草
稿
と
目
さ
れ
る

「
歌
舞
髄
脳
記
」
が
書
か
れ
て
い
る
。

三
点
と
も
、
そ
の
内
容
は
転
写
本
で

あ
る
金
春
八
左
衛
門
本
に
よ
っ
て
知
ら

れ
て
お
り
、
「
金
春
古
伝
番
集
成
」
に

翻
刻
・
一
部
影
印
で
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

転
写
本
は
か
な
り
忠
実
な
寄
写
態
度
で

あ
る
が
、
自
筆
本
の
存
在
に
比
す
べ
く

も
な
く
、
自
筆
本
の
発
見
が
今
後
の
研

究
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
か
ろ
う
。
最
後
に
金
春
欣
三

氏
、
及
び
仲
介
者
の
樹
下
好
美
氏
に
感

謝
申
し
上
げ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
は
一
定
の
補
修
・
整

理
期
間
を
要
す
る
た
め
、
閲
覧
可
能
に

な
る
の
は
来
年
度
以
降
の
見
通
し
で
あ

る
。

（
文
献
資
料
部
樹
下
文
隆
）

含
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１
１
１
‘
‐
！
‘
・
利
用
者
へ
の
お
知
ら
せ

一一

月
に
か
け
て
五
日
間
）
か
た
か
ら
の
郵
便
で
の
複
写
申
込
も
受
＃
価
ｌ
Ｉ
ｒ
ｌ
ｌ
ト
ー
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
脆
附
鵬
朧
朧
礁
鵬
附
脳

０
０
０
０
０
０
０
０
０

－
④
年
末
年
始
（
十
二
月
二
十
七
日
～
け
付
け
て
い
ま
す
。
資
料
名
、
請
求
記
叩
別
“
“
叩
馳
叩
馳

■
０
０
０
■
０
，

一
月
五
日
）
号
、
複
写
方
法
等
を
明
記
し
て
お
申
し
４
８
８
２
２
１
ｌ

ｒ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｂ
０
０
■
０
８
日
■
■
０
０
０
０
８
０
０
０
０
０
８
０
０
８
１
０
１
４
１
０
０
０
４
０
６
０
９
０
９
０
０
０
０
０
６
０
０
０
０
０
０
０
Ｂ
Ｂ
０
０
８
０
ｂ
８
９
８
０
９
０
０
０
０
４
０
９
９
６
０
０
９
０
Ｉ
０
１
１
４
０
０
０
６
０
０
Ｉ
ｆ
ｌ
０
０
９
６
０
り
り
Ｏ
Ｂ
Ｂ
０
０
０
０
０
０
Ｂ
０
０
０
０
８
■
■
■
０
８
８

◆
来
館
利
用
の
皆
様
へ

下
の
グ
ラ
フ
は
、
平
成
五
年
度
の
月

別
利
用
状
況
で
す
。
毎
年
、
七
月
下
旬

か
ら
十
二
月
上
旬
頃
ま
で
利
用
者
が
非

常
に
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を

通
し
て
、
午
後
に
な
る
と
混
み
合
う
傾

向
が
み
ら
れ
ま
す
。
特
に
文
献
複
写
の

申
込
受
付
は
、
午
前
中
の
方
が
比
較
的

短
い
時
間
で
対
応
で
き
ま
す
。
是
非
、

す
い
て
い
る
時
間
帯
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

㈲
閲
覧
時
間

九
時
～
十
七
時

口
文
献
複
写
受
付
時
間

九
時
三
十
分
～
十
五
時
三
十
分

日
資
料
請
求
受
付
時
間

九
時
三
十
分
～
十
二
時
、
十
三
時
１

十
六
時
三
十
分

凹
休
室
日

①
日
曜
日
、
土
曜
日
、
祝
日
、
振
替

休
日

②
毎
月
末
日
（
末
日
が
日
・
土
の
場

合
は
直
前
の
金
曜
日
）

③
資
料
く
ん
蒸
期
間
（
四
月
末
～
五

◆
来
館
で
き
な
い
か
た
へ

大
学
等
に
所
属
し
て
い
る
場
合
は
、

所
属
機
関
の
図
書
館
に
申
し
込
む
だ
け

で
当
館
所
蔵
資
料
の
閲
覧
や
文
献
複
写

が
で
き
ま
す
。
貸
出
で
き
る
資
料
は
、

紙
焼
写
真
本
（
た
だ
し
、
サ
ー
ビ
ス
区

分
Ａ
、
Ｂ
の
も
の
）
と
図
書
（
た
だ
し
、

和
古
書
、
参
考
開
架
図
書
、
損
傷
し
や

す
い
図
書
を
除
く
）
で
、
一
機
関
あ
た

り
十
点
ま
た
は
十
五
冊
以
内
、
期
間
は

発
送
日
及
び
返
納
日
を
含
め
て
三
十
一

日
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
文
献
複
写
は

各
館
か
ら
の
申
込
に
対
し
、
納
入
告
知

書
に
よ
り
複
写
料
金
を
請
求
し
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
銀
行
に
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
『
共

同
利
用
の
て
び
き
Ｉ
相
互
協
力
サ
ー
ビ

ス
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、

資
料
複
写
料
金
徴
収
猶
予
の
取
扱
い
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
手
続
き
等
は
情
報

サ
ー
ビ
ス
係
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
大
学
等
に
所
属
し
て
い
な
い

⑥
そ
の
他

⑤
蔵
書
点
検
期
間
（
三
月
二
十
五
日
込
み
く
だ
さ
い
。

～
三
月
三
十
一
日
）

/ー､

平成5年度月別利用状況

一文献複写点数蝋入室者数 一閲覧購求点数

1.600人

1.400

lA
l－－
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委
員
会
日
詫

平
成
６
年

５
月
胆
日
国
文
学
文
献
資
料
収
集

計
画
委
員
会
（
第
一

回
）

５
月
加
日
自
己
点
検
・
評
価
委
員

会
（
第
二
回
）

５
月
妬
日
国
文
学
文
献
資
料
調
査

員
会
議
（
総
会
）

７
月
皿
日
共
同
研
究
委
員
会
（
第

一
回
）

７
月
四
日
文
献
目
録
委
員
会
（
第

一
回
）

８
月
９
日
国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
委
員
会
（
第
一
回
）

評
鐵
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

本
年
度
第
一
回
評
議
員
会
が
平
成
六

年
七
月
二
十
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
、

会
長
に
秋
山
評
議
員
が
、
副
会
長
に
尾

藤
評
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。
議

事
は
、
名
誉
教
授
の
承
認
、
管
理
運
営

の
概
況
、
平
成
五
年
度
事
業
報
告
及
び

平
成
七
年
度
概
算
要
求
に
つ
い
て
評
議

が
行
わ
れ
た
。

運
営
協
溌
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

本
年
度
第
一
回
運
営
協
議
員
会
が
平

成
六
年
六
月
二
十
二
日
（
水
）
に
開
催

さ
れ
、
会
長
に
松
野
運
営
協
議
員
が
就

彙
報

任
し
た
。
議
事
は
、
名
誉
教
授
の
候
補

者
、
管
理
運
営
の
概
況
、
平
成
五
年
度

事
業
報
告
及
び
平
成
七
年
度
概
算
要
求

に
つ
い
て
は
協
議
が
行
わ
れ
た
。

外
国
出
張

武
井
協
三

渡
航
先
デ
ン
マ
ー
ク
及
び
連
合

王
国

目
的
第
７
回
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日

本
学
会
出
席
及
び
研
究

発
表
並
び
に
欧
米
文
学

研
究
者
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
環
境
調
査

期
間
平
成
６
年
８
月
四
日
～

平
成
６
年
８
月
瓢
日

原
正
一
郎

渡
航
先
デ
ン
マ
ー
ク
及
び
連
合

王
国

目
的
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
学
術
情
報
網
に
よ
る

国
際
共
同
利
用
に
関
す

る
研
究
の
た
め

期
間
平
成
６
年
８
月
四
日
～

平
成
６
年
９
月
ｎ
日

佐
々
木
孝
治

渡
航
先
デ
ン
マ
ー
ク
及
び
連
合

王
国

目
的
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
学
術
情
報
網
に
よ
る

国
際
共
同
利
用
に
関
す

る
研
究
の
た
め

へ

期
間
平
成
６
年
８
月
四
日
～

平
成
６
年
８
月
証
日

海
外
研
修
旅
行

鈴
木
淳

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
国
文
学
に
関
す
る
文
献

資
料
の
調
査
研
究
の
た

め

期
間
平
成
６
年
７
月
晦
日
～

平
成
６
年
９
月
釦
日

国
文
学
研
究
資
料
館
永
年
勤
続
者
表
彰

国
文
学
研
究
資
料
館
永
年
勤
続
者
表

彰
規
程
に
基
づ
き
、
次
の
方
に
表
彰
状

を
授
与
し
、
記
念
品
と
し
て
銀
盃
を
贈

呈
し
た
。

○
平
成
６
年
３
月
釦
日
付

本
田
康
雄
（
整
理
閲
覧
部
教
授
）

○
平
成
６
年
５
月
１
日
付

中
村
洋
一
（
管
理
部
会
計
課
総
務
係

長
）

高
島
津
雪
（
整
理
閲
覧
部
情
報
サ
ー

ビ
ス
室
情
報
サ
ー
ビ
ス

係
長
）

林
宏
保
（
管
理
部
庶
務
課
共
同
利

用
係
共
同
利
用
主
任
）

中
村
ス
ミ
子
（
整
理
閲
覧
部
情
報

サ
ー
ビ
ス
室
情
報
管

理
係
）

国
文
学
研
究
資
料
館
名
誉
教
授
の
称
号

授
与国

文
学
研
究
資
料
館
名
誉
教
授
称
号

へ

授
与
規
程
に
基
づ
き
、
平
成
６
年
７
月

別
日
付
で
、
次
の
方
に
称
号
が
授
与
さ

れ
た
。

○
新
井
榮
藏
昭
和
６
年
３
月
弱
日
生

平
成
元
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
６
年

３
月
瓢
日
ま
で
教
授
と
し
て
在
職
。

○
本
田
康
雄
昭
和
５
年
皿
月
釦
日
生

昭
和
灯
年
８
月
１
日
か
ら
助
教
授
と

し
て
在
職
、
引
続
き
昭
和
馳
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
６
年
３
月
皿
日
ま
で

教
授
と
し
て
在
職
。

一
の
秘

断
丼
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竹
内
華
窺
直
子
共
立
女
子
短
期
大
学
教
授

評
讃
員

柘
尾
武
成
城
姦
受
蓋
ナ
邸
駕
｛

任
期
平
成
６
年
７
月
１
日
～
平
成
８
年
６
月
訓
日
延
廣
眞
治
東
皇
傘
盤
華
邸
駕

野
山
嘉
正
墓
晶
傘
文
誉
騨
寝

秋
山
虚
鬮
堂
さ
Ｘ
蕊
騨
浸
嬰
尖
警
蕃
驚
日
野
龍
夫
京
製
革
文
叢
認
覆

網
野
善
彦
神
奈
川
大
学
短
期
大
学
部
敬
授

吉
原
健
一
郎
成
城
大
学
文
芸
学
部
教
授

石
井
進
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
長
、
東
京
大
学
名
誉
教
授

稲
賀
敬
二
安
田
革
華
菱
爵
貰
広
鼻
姜
脅
豊
共
同
研
究
委
員
会
委
員

猪
瀬
博
学
術
愉
報
セ
ン
タ
ー
所
長
、
東
京
大
学
名
誉
教
授

河
合
隼
雄
蕊
芙
菱
覚
蕊
開
日
奪
花
駕
セ
ン
タ
ム
鷺
農
任
期
平
成
６
年
７
月
１
日
～
平
成
７
年
３
月
瓠
日

京
極
純
一
東
京
大
学
名
誉
教
授

稲
賀
敬
二
安
田
女
子
大
学
文
学
部
教
授

久
保
田
淳
白
百
合
女
子
牽
文
学
部
牧
授
．
東
京
蕊
名
誉
救
授
小
笠
原
恭
子
武
蔵
大
学
人
文
学
部
教
授

小
玉
正
任
国
立
公
文
密
館
顧
問

中
野
三
敏
九
州
大
学
文
学
部
教
授

小
林
清
治
東
北
学
院
大
学
文
学
部
教
授
、
福
島
大
学
名
誉
教
授
野
村
精
一
実
践
女
子
大
学
文
学
部
教
授

佐
野
文
一
郎
東
京
国
立
博
物
館
長

松
浦
友
久
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授

堤
糖
二
嬢
辛
華
勵
園
鴬
箪
笈
華
誘
轟
竿
悲
奮
鴬
稜
水
原
一
駒
濁
大
学
文
学
部
教
授

濱
田
啓
介
花
園
大
学
文
学
部
教
授
、
京
都
大
学
名
誉
数
授

秀
村
選
三
舎
炎
覧
絞
詣
研
爵
育
驚
九
州
黍
暮
驚
国
文
学
文
献
資
料
収
集
計
画
委
員
会
委
員

尾
藤
正
英
判
學
閲
女
子
姦
受
学
勘
寝
、
嬰
尖
警
暮
耗
農

平
岡
敏
夫
群
騨
翌
女
子
大
学
長
、
筑
波
大
警
石
賞
農
任
期
平
成
５
年
４
月
１
日
～
平
成
７
年
３
月
釦
日

藤
澤
令
夫
京
都
国
立
博
物
館
長
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
麻
原
美
子
日
本
女
子
大
学
文
学
部
教
授

水
谷
修
国
立
国
籍
研
究
所
長

久
保
木
哲
夫
都
留
文
科
大
学
文
学
部
教
授

水
谷
静
夫
卿
計
肚
計
画
研
究
所
理
事

徳
江
元
正
国
学
院
大
学
文
学
部
教
授

吉
川
弘
之
東
京
大
学
長

真
鍋
俊
照
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
副
文
庫
長

渡
邊
守
邦
実
践
女
子
大
学
文
学
部
教
授

運
営
協
識
員

任
期
平
成
６
年
８
月
１
日
～
平
成
８
年
７
月
訓
日
任
期
平
成
６
年
４
月
１
日
～
平
成
８
年
３
月
瓢
日

池
上
洵
一
神
戸
大
学
文
学
部
教
授

〔
館
外
〕

糸
井
通
浩
随
谷
大
学
文
学
部
教
授

朝
尾
直
弘
京
都
大
学
附
属
図
書
館
長
・
文
学
部
教
授

多
治
比
郁
夫
大
阪
府
立
中
之
島
図
窃
館
嘱
託

有
吉

保
日
本
大
学
文
理
学
部
教
授

名
和
修
勵
陽
明
文
願
文
匝
長

伊
藤
正
義
神
戸
女
子
大
学
文
学
部
教
授
．
大
阪
市
立
大
菱
替
教
授
横
山
邦
治
広
島
文
教
女
子
大
学
文
学
部
教
授

大
口
勇
次
郎
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
教
授

P,

国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
委
員
会
委
員

任
期
平
成
６
年
７
月
１
日
～
平
成
８
年
３
月
釦
日

今
西
裕
一
郎
九
州
大
学
峯
寵
助
盤
丞

谷
川
恵
一
高
知
窓
Ｘ
文
学
都
留
蓑

平
岡
敏
夫
群
鼎
笠
女
ェ
夫
学
長

松
平
進
甲
南
女
子
杢
受
学
勘
農

文
献
目
録
委
員
会
委
員

任
期
平
成
６
年
４
月
１
日
～
平
成
８
年
３
月
皿
日

池
内
輝
雄
筑
波
大
学
文
芸
・
曾
路
学
系
教
授

揖
斐
高
成
躍
大
学
文
学
部
敦
授

遠
藤
宏
成
腰
大
学
文
学
部
教
授

菊
池
仁
山
形
大
学
人
文
学
部
教
授

後
藤
祥
子
日
本
女
子
大
学
文
学
部
教
授

小
町
谷
照
彦
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
教
授

鈴
木
日
出
男
東
京
大
学
文
学
部
敦
授

瀬
戸
仁
中
央
学
院
大
学
法
学
部
教
授

滝
藤
満
義
横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
教
授

野
山
嘉
正
東
京
大
学
文
学
部
教
授

原
道
生
明
治
大
学
文
学
部
教
授

安
田
尚
道
青
山
学
院
大
学
文
学
部
教
授

情
報
シ
ス
テ
ム
委
員
会
委
員

任
期
平
成
６
年
８
月
１
日
～
平
成
８
年
３
月
瓠
日

石
塚
英
弘
図
香
館
愉
報
大
学
図
番
館
情
報
学
部
教
授

稲
岡
耕
二
上
智
大
学
文
学
部
教
授

井
上
如
学
術
愉
報
セ
ン
タ
ー
教
授

島
村
隆
夫
国
立
国
会
図
杏
館
総
務
部
愉
報
処
理
課
長

白
石
悌
三
福
岡
大
学
人
文
学
部
教
授

杉
田
繁
治
国
立
民
族
学
博
物
館
第
５
研
究
部
教
授

禽
一〆
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／
メ

タ

i

i
l
l
I

l
l

r

国
文
学
研
究
情
報
研
究
専
門
員

任
期
平
成
６
年
４
月
１
日
～
平
成
７
年
３
月
瓠
日

青
木
周
平
国
学
院
大
学
文
学
部
助
敦
授

鈴
木
豊
文
京
女
子
短
期
大
学
助
教
授

辻
勝
美
日
本
大
学
文
理
学
部
助
教
授

寺
井
正
憲
千
葉
大
学
教
育
学
部
簿
師

前
田
雅
之
東
京
女
学
館
短
期
大
学
助
教
授

宮
崎
修
多
成
城
大
学
文
芸
学
部
癖
師

内
田
保
廣
共
立
女
子
大
学
文
芸
学
部
助
教
授

唐
沢
正
実
鷲
宮
商
等
学
校
敦
鮒

久
保
木
哲
夫
都
翻
文
科
大
学
文
学
部
敦
授

中
野
猛
都
留
文
科
大
学
文
学
部
教
授

深
澤
真
二
和
光
大
学
人
文
学
部
瞬
師

山
口
明
穂
東
京
大
学
文
学
部
放
授
・

共
同
研
究
員

任
期
平
成
６
年
４
月
１
日
～
平
成
７
年
３
月
釦
日

課
題
名
「
中
世
古
典
注
釈
書
の
研
究
」

井
爪
康
之
愛
知
教
育
大
学
教
育
学
部
教
授

岩
坪
健
親
和
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

渋
谷
栄
一
高
千
種
商
科
大
学
商
学
部
教
授

山
本
登
朗
光
華
女
子
大
学
文
学
部
教
授

渡
瀬
茂
窩
士
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
短
期
大
学
第
師

課
題
名
「
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
和
歌
文
学
へ
の
応
用
に
関

す
る
研
究
」

新
井
榮
藏

戸
谷
精
三
長
野
工
業
商
等
専
門
学
校
助
敦
授

服
部
一
枝
日
本
揺
女
学
館
中
・
高
等
学
校
教
餓

半
田
志
郎
長
野
工
業
高
等
専
門
学
校
助
教
授

石
神
秀
美
餌
見
大
学
文
学
部
非
常
勤
蕊
師

岩
下
武
彦
東
京
女
子
大
学
文
理
学
部
教
授

江
富
範
子
蔵
穂
さ
工
華
穏
躯
傘
聾
緊
溌
策
祁
票
夫
斐
驚
繭

杉
田
昌
彦
東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程

鈴
木
宏
子
青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
非
常
助
騨
師

千
艘
秋
男
東
洋
大
学
文
学
部
助
牧
授

深
澤
真
二
和
光
大
学
人
文
学
部
講
師

謀
題
名
「
六
条
藤
家
歌
学
の
賭
伝
本
に
関
す
る
研
究
」

浅
田
徹
早
稲
田
大
学
大
学
院
博
士
課
程

蔵
田
耕
一
島
根
大
学
法
文
学
部
敬
授

竹
下
豊
大
阪
女
子
大
学
学
芸
学
部
教
授

西
村
加
代
子
神
戸
学
院
女
子
短
期
大
学
教
授

藤
岡
忠
美
昭
和
女
子
大
学
大
学
院
教
授

任
期
平
成
６
年
９
月
２
日
～
平
成
７
年
３
月
１
日

課
題
名
「
「
源
氏
物
願
」
の
研
究
」

ロ
イ
ヤ
ル
・
タ
イ
ラ
ー
国
文
学
研
究
資
料
鯨
客
間
散
授

今
西
裕
一
郎
九
州
大
学
文
学
部
助
教
授

勝
原
菜
温
子
恵
泉
女
学
園
大
学
人
文
学
部
助
教
授

藤
井
貞
和
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
教
授

松
井
健
児
昭
和
学
院
短
期
大
学
助
教
授

自
己
点
検
・
評
価
委
員
会
委
員

任
期
平
成
５
年
４
月
１
日
～
平
成
７
年
３
月
瓢
日

有
吉

保
日
本
大
学
文
理
学
部
教
授

大
口
勇
次
郎
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
教
授

平
澤
五
郎
慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
遊
文
庫
教
授

課
題
名
「
三
条
西
実
隆
の
古
典
学
」

1

1

師

第
佃
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
房
御
案
内

日
時
平
成
６
年
ｎ
月
ｎ
日
（
木
）
。
ｎ
日
（
金
）

会
場
国
文
学
研
究
資
料
館
一
階
大
会
議
室

申
込
当
日
受
付
可
。
参
加
費
一
、
○
○
○
円
・
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
参
加
の
方
は
三
、
○
○
○
円
追
加
・
公

開
講
演
の
み
聴
講
の
方
は
無
料
。

十
一
日
十
日
（
木
）

研
究
発
表
（
一
時
二
○
分
～
）

○
フ
ラ
ン
ス
語
訳
か
ら
見
た
井
原
西
鶴
畑
中
千
晶

○
太
平
記
の
死
の
様
相
と
論
理
崔
文
正

○
西
洋
詩
歌
と
和
歌
の
無
常
観

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ド
ー
リ
ン

○
「
怪
し
い
神
」
に
誘
わ
れ
て
ｌ
『
蓬
莱
曲
』
の
「
鬼
」

を
読
む
１
蘭
明

○
永
井
荷
風
と
『
紅
楼
夢
』
呉
偲
珍

○
近
代
日
本
の
修
辞
学
研
究
の
特
質
ｌ
そ
の
一
つ
西
洋

の
修
辞
学
変
遷
の
再
現
Ｉ

マ
ツ
シ
ミ
リ
ア
ー
ノ
・
ト
マ
シ

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（
五
時
三
○
分
～
）

十
一
月
十
一
日
（
金
）

研
究
発
表
（
十
時
三
○
分
～
）

○
幕
末
・
明
治
期
の
「
蒙
求
」
相
田
満

○
写
本
『
魯
齊
亜
國
睡
夢
談
」
に
つ
い
て

生
田
美
智
子

○
昌
平
餐
北
寮
殺
人
事
件
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル

公
開
講
演
（
一
時
二
○
分
～
）

○
「
英
日
国
文
学
研
究
語
葉
リ
ス
ト
」
の
作
成
を
試
み

て
１
乗
西
の
比
較
Ｉ
藤
原
鎭
男

○
わ
が
ご
と
く
わ
れ
を
思
は
ん
人
も
が
な
’
中
世
フ
ラ

ン
ス
か
ら
見
た
王
朝
の
「
恋
」
ｌロ

イ
ヤ
ル
・
タ
イ
ラ
ー

０
０
４
４
１
↓
ト
ノ
ノ
β
’
８
ｑ
、
、
、

ｌ
‐
１
１
ト
ト
ｒ
卜
巳
‐
‐
『
‐
’
’
０
‐
１
‐
１
１
‐
０
１
９
１
１
１
‐
｝
Ｄ
Ｐ
・
ｑ
ｑ
１
ｌ
０
Ｉ
９
ｄ
０
０
Ｉ
■
１
６
４
０
１
０
１
１
▼
０
６
０
１
１
９
１
Ｅ
１
．
０
１
９
４
４
日
４
９
１
‐
‐
１
１
１
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人事異動(平成6年3月～平成6年8月）
【館長】

【教官】

【事務系職員】

－ 17－

発令年月日 氏名 異動内容（新官職） 旧（現）官職等

１
１

●
●

４
７

●
●

６
６

佐・竹昭辰

佐竹昭辰

（命）

整理閲覧部長事務取扱

（免）

整理閲覧部長事務取扱

館長

館長

6．4．1
〃

6．4．1

〃

〃

〃

6．7．1

6．4．1

6．4．1

〃

6．4．1

〃

〃

〃

〃

6．6．24

〃

6．7．1

新井榮藏

本田康雄

立川美彦

諏訪春雄

藤原鎭男

馬淵久夫

大西廣

高木俊輔

森 安彦

森安彦

立川美彦

立川美彦

高木俊輔

鈴江英一

飯倉洋一

松野陽一

中川博夫

大西廣

(停年退職）

6．3．31限り停年退職

6．3．31限り停年退職

(採用）

研究情報部教授

文献資料部客員教授(7.3.31まで）

研究情報部客員教授(7.3.31まで）
史料館客員教授(7.3.31まで）
整理閲覧部教授

(配置換）

史料館教授

(併任解除）

史料館第一史料室長

史料館情報閲覧室長

(併任）

研究情報部長

研究情報部研究開発室長
史料館第一史料室長

史料館情報閲覧室長

文献資料部助教授(6.9.30まで）
企画調整官（副館長）

研究情報部助教授(7.3.31まで）
整理閲覧部長

研究憎報部教授

整理閲覧部教授

学習院大学文学部教授

作陽短期大学教授、同短期大学部長

信州大学人文学部教授

史料館教授

史料館教授

研究悩報部教授

研究情報部教授

史料館教授

史料館教授

山口大学教養部助教授

文献資料部教授

徳島大学総合科学部助教授
整理閲覧部教授

１

５
１
１
１
５
１

２
３
２

４
公
″
″
″
″
″
″
″
同
Ｌ
ｏ
ｑ
Ｑ
《
ん
君
句
し
只
吻

●

●
●
●
●
●
●

６
６
６
６
６
６
６

山口・博基

竹之内重雄

林宏保

抑澤武

楠原良成

神谷真司

前田輝伸

野田佳孝

森澤良水

神山忍

近藤吉明

松岡憲雄

六車正章

伊達孝臣

庶務課長

庶務課事業係事業主任．

庶務課共同利用係共同利用主任

会計課管財係管財主任

庶務課庶務係

会計課総務係

会計課用度係

会計課経理係（採用）

管理部長

庶務課課長補佐

辞職

神戸大学庶務部庶務課長

国立乗鞍青年の家所長

東京大学理学部事務長補佐

京都大学庶務部国際交流課長
庶務課庶務係庶務主任
庶務課事業係事業主任

会計課管財係

会計課経理係

会計課用度係

庶務課事業係

金沢大学庶務部長

東京大学海洋研究所総務課専門職員
会計課総務係

庶務課長

管理部長

庶務課課長補佐
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村水星永長中照士
任
期

加
美

近
藤

柴
田

堤馬
皇
場

益
田

古
典
籍
総
合
目
録
委
員
会
委
員

仁寺田高志菊臼石家 国
文
学
文
献
資
料
調
査
員

任
期
平
成
６
年
４
月
１
日
～
平
成
７
年
３
月
瓢
日

〔
北
海
道
・
東
北
〕

上谷野村崎山井田

，静雅武

學夫聰真健哉彦衞

井
美
千
子

井
行
雄

田
昭
吾

地
仁

立
正
知

橋
伸
幸

中
初
恵

島
恒
世

平
道
明

平
成
５
年
４
月
１
日
～
平
成
７
年
３
月
弧
日

宏
同
志
社
大
学
文
学
部
教
授

禧
提
男
東
京
大
学
附
属
図
番
館
事
務
部
長

光
彦
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
教
授

精
二
放
送
大
学
教
授

萬
一
夫
国
立
国
会
図
笹
館
図
野
部
古
典
籍
課
課
長

窒
示
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
教
授

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
憎
報
資
料
研
究
部
教
授

東
京
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
助
教
授

中
央
大
学
文
学
部
教
授

日
本
女
子
大
学
文
学
部
教
授

京
都
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
教
授

鋤
計
量
計
画
研
究
所
理
事

名
古
屋
工
業
大
学
工
学
部
教
授

岩
手
大
学
人
文
社
会
科
学
部
助
教
授

北
海
道
教
育
大
学
教
育
学
部
釧
路
校
助
手

弘
前
大
学
人
文
学
部
教
授

山
形
大
学
人
文
学
部
教
授

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
助
教
授

札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
部
教
授

い
わ
き
明
星
大
学
人
文
学
部
助
手

山
形
大
学
教
育
学
部
助
教
授

東
北
大
学
文
学
部
教
授

）

堀得田竹鹿小落稲稲市青 〔
関
東
〕

伊
藤
伸
江

木
越
治

黒
田
彰

塩
村
耕

島
原
泰
雄

下
西
善
三
郎

高
木
元

高
橋
清
隆

玉
城
司

服
部
直
子

深
澤
真
二

舩
城
俊
太
郎

安
田
徳
子

安
田
文
吉

柳
澤
昌
紀

山
本

〔
中
部
〕 川丸中下倉野合田垣古柳

貴智大義秀尚博篤泰夏隆

司子士人典志志信一生志

東
京
成
徳
短
期
大
学
助
教
授

お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
教
授

筑
波
大
学
文
芸
言
語
学
系
教
授

東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
助
教
授

法
政
大
学
第
二
教
養
部
助
教
授

帝
京
大
学
文
学
部
助
教
授

関
東
短
期
大
学
助
教
授

日
本
大
学
文
理
学
部
講
師

文
部
省
初
等
中
等
教
育
局
救
科
番
調
在
官

明
治
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師

東
京
大
学
文
学
部
助
手

愛
知
県
立
女
子
短
期
大
学
講
師

金
沢
大
学
教
義
部
助
教
授

愛
知
県
立
大
学
文
学
部
助
教
授

格
山
女
学
園
大
学
短
期
大
学
部
助
救
授

皇
学
館
大
学
文
学
部
教
授

上
越
敬
育
大
学
学
校
教
育
学
部
助
教
授

愛
知
県
立
大
学
文
学
部
助
教
授

静
岡
英
和
女
学
院
短
期
大
学
助
教
授

清
泉
女
学
院
短
期
大
学
助
教
授

愛
知
教
育
大
学
非
常
勤
識
師

和
光
大
学
人
文
学
部
識
師

新
潟
大
学
人
文
学
部
教
授

聖
徳
学
園
岐
阜
教
育
大
学
教
育
学
部
教
授

南
山
大
学
文
学
部
教
授

中
京
大
学
文
学
部
講
師

金
沢
大
学
教
育
学
部
助
教
授

山森藤中千日安赤 〔
近
畿
〕

飯
倉

上
田

久
保
田

杉
本

竹
村

中
川

吉
山

余
田

若安野西中園今池赤 〔
中
国
・
四
国
〕

〔
九
州
〕 リ本田田前葉下達間木永中田本田井宮塚

秀雅眞正真幸敬裕博信好啓設洋

充樹夫治伸一夫一

太 美哲 耕 正睦

樹也一志也男子亮一恵照三環豊明治男

立
命
館
大
学
文
学
部
助
教
授

京
都
府
立
大
学
女
子
短
期
大
学
部
簿
師

大
阪
市
立
都
島
第
二
工
業
高
等
学
校
教
諭

相
愛
大
学
人
文
学
部
助
教
授

京
都
女
子
大
学
文
学
部
講
師

京
都
府
立
大
学
女
子
短
期
大
学
部
教
授

関
西
学
院
大
学
文
学
部
講
師

京
都
大
学
文
学
部
助
手

山
口
大
学
敦
養
部
助
教
授

鳥
取
大
学
教
養
部
教
授

梅
光
女
学
院
大
学
文
学
部
助
教
授

安
田
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

広
島
大
学
教
育
学
部
助
教
授

徳
島
大
学
総
合
科
学
部
助
教
授

比
治
山
女
子
短
期
大
学
助
教
授

四
国
大
学
短
期
大
学
部
教
授

筑
紫
女
学
園
短
期
大
学
助
教
授

琉
球
大
挙
法
文
学
部
教
授

福
岡
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

北
九
州
大
学
文
学
部
助
教
授

熊
本
大
学
教
育
学
部
教
授

熊
本
大
学
教
養
部
教
授

鹿
児
島
短
期
大
学
講
師

筑
紫
女
学
園
短
期
大
学
助
教
授

長
崎
大
学
教
義
部
教
授
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107港区赤坂1-8-10第9興和ビル内

03-3584-4872～3@10月8･9日

③東北大学

日本児童文学学会①〒263干葉市
稲毛区弥生町1-33千葉大学教育

学部国語科佐藤宗子研究室気付
043-290-2538②11月12～14日

③大阪国際児童文学館
日本社会文学会①〒101千代田区

三崎町2-3-l日本大学法学部寒河

江・栗栖研究室03-5275-8764②

12月3．4日③大谷大学

日本文学協会①〒17O豊島区南大

塚2-17-1003-3941-2740②11月

12.13日“ﾛ光大学

日本文学風土学会①〒359所沢市

泉町1789秋草学園短期大学国文
科研究室220429-25-1111②11
月19.20日③二松学舎大学

日本文芸研究会①〒980仙台市青

葉区川内東北大学文学部国文学研

究室内022-222-1800内2503@11

月5日③東北大学

日本文体論学会①〒110台東区下

谷1-5-34三修社内03-3842-1711

②ll月12日α公山大学
日本方言研究会①〒192-03八王

子市南大沢1-l東京都立大学国語

研究室内日本方言研究会幹事

0426-77-2135①〒115北区西ケ丘
3-9-14国立国語研究所気付日本

方言研究会幹事03-3900-3111

10月28日③山口大学

俳文学会①〒192-03八王子市大
塚359帝京大学文学部内0426-76-

8211010月l～3日③上野プレツ
クスホテル

萬葉学会①〒558大阪市住吉区杉

本3-3-138大阪市立大学文学部国

語国文学研究室内06-605-2413･24

14②10月l～4日③京都女子大学
紫式部学会①〒23O横浜市鶴見区
鶴見2-1-3鶴見大学文学部日本文

学研究室内045-581-1001内242②

12月10日③学習院大学
和漢比較文学会①〒657神戸市灘

区六甲台町1-l神戸大学文学部合

同研究室内078-803-0481ml月

19～21日③中京大学

町2-2-5笠間書院内03-3295-1331

②10月8．9日⑧梅花女子大学・
梅花女子短期大学

説話・伝承学会①〒602京都市上

京区今出川通烏丸東入同志社大学

国文学研究室内075-251-3421

11月19日③同志社大学

全国大学国語教育学会①〒3O5つ
くば市天王台1-1-1筑波大学教育

学系人文科教育学研究室内0298-

53-6732.6733｡O月19～21日

③神戸市立総洽教育センター・神戸
大附属住吉小・中

全国大学国語国文学会①〒101千

代田区猿楽町2-2-6畑山第1ビル

㈱おうふう気付03-3294-0857

10月8～10日③岩手大学
中古文学会①〒156世田谷区桜上

水3-25-40日本大学文理学部国文

学研究室内03-3329-1151②10月

22～24日③同志社大学

日本演劇学会①〒169新宿区西早

稲田1-6-1早稲田大学演劇1寧吻館

内03-3203-4141内71-5218②10月

29日③攝南大学

日本音声学会①〒101千代田区猿

楽町1-3-103-3292-1718月

24.25日③同志社大学

日本歌謡学会①〒630奈良市高畑

町奈良教育大学真鍋研究室内0742-

27-9153②10月8～10日③高岡

市万葉歴史館 1
日本近世文学会①〒162新宿区戸

山1-24-1早稲田大学谷脇理史研

究室内03-3203-4141｡1月5．6

日③甲南女子大学
日本近代文学会①〒113文京区本

郷7-3-1束京大学文学部国文学研

究室内03-3812-2111内3818事務

取扱①〒113文京区本駒込5-16-9学

会センタービル日本学会事務セン

ター内03-5814-5810②10月22.

23日③お茶の水女子大学、
日本国語教育学会①〒112文京区

大塚3-29-1日本教育研究連合会

第3研究室内03-3941-3420②8月6

・7日③6日筑波大学附小・中7

日国立教育会館

社団法人日本語教育学会①〒

平成6年度

秋季学会
①事務局②学会開催日③会場

解釈学会①〒101千代田区神田神
保町2．46教育出版センター内03-

5394-1203②8月26日③国文学
研究資料館

歌舞伎学会①〒169新宿区西早稲
田1-6-1早稲田大学演劇博物館内

03-3203-4141内71-521811月

26.27日③柏崎市産業文化会館・

柏崎エネルギーホール

近代語学会①〒101千代田区神田

錦町3-11武蔵野書院気付03-3291-

4859②未定③本郷会館

訓点語学会①〒192-03八王子市

東中野742-1中央大学文学部国文

学研究室内0426-74-3789②10月

28日③山口大学

芸能史研究会①〒606京都市左京

区浄土寺真如町77紫雲荘6号室

075-761-8718②12月3日③早稲

田大学大隈会館

計量国語学会①〒167杉並区善福

寺2東京女子大学3号館118号室内

03-3395-1211内339②9月17日

③日本女子大学

国語学会①〒113文京区本郷7二3－

1東京大学文学部国語研究室内03-

3812-2111②10月29.30日③山
口大学

昭和文学会①〒101千代田区猿楽
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